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2 開 会 行 事  8:50～ 9:50

1.挨    拶

2。 歓 迎 の 辞

3。 経過 と提案

姫路市立 城南小学校長    高  馬  正  則

姫路市立 城南小学校育友会長 高  橋  弘  郎

研究経過          城南小学校教諭   永  井    守

基調提案

・ 研 究 の 概 要     城南小学校教諭   森  本  俊  和

・ 教育機器活用につ ぃて    〃     山 本    剛

・教科指導 につ いて     〃     小  暮  国 夫

城南小学校教頭   石  原    貢
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3 公 開 授 業 一 覧 (10:00～ 11:30)

第 1校 時 (10:00～ 10:40)

第 2校 時 (10:50～ 11:30)

学 年 組 教  科 単  元  (題  材 ) 指 導 者 場  所

1の 1 算  数 カー ドとり 山下美 佐 子 AV2

2の 1 理  科 しゃぼんだま 福 田 典 子 2 σ) 1

2 の  2 同  和 願いを集団の場に出そう(こ れを読んでくださレつ 中 り!| た つ 2 の  2

難 1.2 同  和 はげましあってのびていこう0ヽ 一モニカがしたい ) 橋 本 ゆ み 子 難 1.2

3 σつ 3 社  会 火事 をふせぐ 谷村登 志 男 3 σD 3

4 ⊂) 2 算  数 変わ り方 小 暮  国夫 4 σ) 2

4 C) 3 国  語 ごんぎつね 安 積   収 4 の  3

難 3.4 社  会 水害 をふせぐ 小 谷  孝 司 難 3.4

5の 1 国  語 わ らぐつの中の神様 赤垣美 智 子 501

精薄 4.5 算  数 秋のくだもの 中 野 美 保 子 中野学級

6の 1 理  科 物が燃えるときの変化 颯 江  廣 責 理科室 1

6 σ) 2 社  会 大正の世の中 永井   守 AVl

学 年 組 教  科 単   元  (題  材 ) 指 導 者 場  所

1の 2 国  語 たぬきの糸車 富 田 て る 子 l σ) 2

1の 3 社  会 わた しの うちのいちにち 常 陰  友 子 1の 3

2の 3 特設バズ 生活 。学 習 バズ 山 本 百 合 子 2 の  3

言障学級 国  語 かいもの 三 本 や す 子 言 障 1

3 α) 1 同  和 ひとりの願いをみんなで (わ り算ばんざい ) 沢 圏 映 子 AV2

3 C) 2 理  科 磁石の極 西 影  裕 一 理科室 2

4の 1 特設バズ 生活・学習バズ 小 笠 原 一 恵 4 α) 1

5の 2 理  科 てこのはた らき 森 本  俊 和 AVl

5 C) 3 同  和 川北 さんにまけないぞ (り |‖ ヒさんの歩んできた道 ) 平 井   均 5 C) 3

6 α) 3 特設バズ 生活・学習 パズ 田 中   誠 6 の  3

難 5,6 算  数 考えましょう(変わり方―きまりの発見 ) 大 畑   稔 難 5.6
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内案室控

1.来 賓控室

県市教育委 員会 控室

分科会 第 1～ 第 6

指導助言者 e司 会者

分科会第 7～ 11

指導助言者・ 司会 者

分科会記録者控室

。提案者控室

0提 案者控室

校 長 室

図書室 1

図書室 l

言障第二教室

会議室 。第 2音楽室

図書室 2

(2階管理棟 )

(2階管理棟 )

(2階管理棟 )

(南校舎 3階 )

(南校舎 3階 )

(北校舎 2階 )

(南校舎 1階 )

手
↑ 室

5。

6.

7.

市内小 0中 ・ 高学校長控室

他府県・ 他郡市学校長控室

8。 一般会員控室

中播バズ会員の受付け会場係控室

育友会控室

堂講

9.

iO.

音 楽 室

家庭 科室

(北校舎 3階 )

(北校舎 3階 )

昼食時のアトラクション (11150～ 12:20) 於講堂

1.城 南小学校音楽 クラブ   ・ 姫 路 市 歌   他 2曲

2.マ マさんコーラス部    。しらさぎ草の歌 他 3曲

3.城南婦人会有志   舞 踊 ・ 自 鷺 の 城   他 1曲
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第 1校 時



第 1学 年 1組 算数科学習指導案

指導者  山下美 佐子

趣

単 死    カー ドとり

○ このグームは、さいころの目の 6ま での数 と対応 させてカー ドを取 り合 うものであり、 2つ の

事象 を関連づけて考えた り、 1つの数 を 2つ以上の数 と置 き換 えて考 えた りできるようにするこ

とをねらっている。 これらは、数と計算の上で基本的な要素であるとともに、関数的な見方、考

え方の重要な素地である。そのため、グーム化などして、児童に興味深 く取 り組ませて数 を生活

と結び
｀
つけることは大切である。

● グーム化 した学習は、これまでに 10ま での合成、分解において、 2ノ稀鳳4人組で何度か行なって

きている。 グームの進度はチームにより差はあるが、ルールをつ くるな どして自分たちで話 し合

いながら進められている。本単元のカー ドとリダームをするには、 10ま での合成・分解 が正確

にできることが必要であるが、 分解については、 35名 中 6名 が時間をかければできるが貝「答

はできない。また、 2つの事象 を関連づけてみることは、 日常無意識に経験 してはいるが対応の

見方、考 え方についての学習は始めてである。

○ カー ドの取 り方については、 2つ以上の数で取 ってもよいことを児童の活動の中から気づかせ

ていき、グームの方法や約束 をは っきり理解 させて、グームが円滑に行なわれるように配慮したい。

また、今後も、数にな じませた り、 人 F封 関係 を高 め るため に、朝の会、特設バズ、学級会な

ど機会を見つけて、このような楽 しいダームを繰 り返 し行なっていきたい。

○ さいころの目の出方の偶発性を経験させるとともに、さいころの目と数字カー ドの 2つ のこと

がらを対応 させて、 1つ の数を2つ 以上の数 と置き換えて考えることができるようにする。

4 計   画 (2時間 )

第 1時  1つの数をいくつかの数の和としてみる。   (本 時分 )

さいころの目の出方の偶発性を経験する。

第 2時  さいころの目の数 と数字カー ドの対応を考える。

本時 の 目標 (第 1時分 )

ルールを守って、仲良くグームをしようとする態度を養 う。

1つ の数 をいくつかの数の和とみることができるようにさせる。
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6.展  開

主な発問 学 習 活 動 指導 上の留意点 資料等 1  評 価

ルール を守 り

さいころの 目

の数 と対応す

るカー ドを取

っているか。

2、 3枚取 り

の工夫 を して

いるか。

1つ の数に対

して、最低 2

枚取 りが 1組

つくれたか。

たグ．は
せる。　
織
脚
わ
せる。は
押
嘲
辟
岬
　
い
場

研̈　　　
　　　
一
　
　
　
　
『

考 えてきたグ

ームで遊ぼ う

取 り方 を工夫

してカー ド取

りをしよう。

itl量∫
方

13.曇

1.2人 1組で考 えてきたグ

ームをする。

リグームをしすう。  |

2.課題 をつかみ、「 カー ド

とり」のグーム 1回 目を

する。

F"OryDfrE-'>v\(
1 ).i-r-,a ) o

4.2回 目のグー ムをす る。

5.:軍

」F取
り方のまとめラ

　

同

　

ド

ト

　

と

　

一

□□同可3可τ
l

□

寓葛ヽ □L51□
l‖ 2‖ 3
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第 2学 年 1組  理科学習指導案

指 導 者  福  田  典  子

1 単  元  しゃぼんだ ま

2趣  旨

○ この単元では、とける物ととかす物の変イヒに目を向けさせ、せっけんをとかすことによって水

がどのように変化 したかについて調べさせる。せっけん水について、色やとけていく形など観察

してきたことを、におい。手ざわり。あわだちなどにも広げていくようにする。もとのせっけん    t

の形はなくなったン、液の中にせっけんが状態をかえて存在することを意識させ、水溶液の基礎

的な概念をつちかっていく。

○ 児童は、 1年生でくだものや花にしるのあることや、 じるを取 り出 してあぶりだしをしたこと

によって、じるの中にものがとけこんでいることに気づいている。また、 日常生活の中で、お』、

ろ。手洗いなどでせっけんを使 う機会は多いし、 しゃぼんだま遊びをした経験も持っている。

○ そこで、この単元ではせっけんを素材として、 とかしっこや しゃぼんだま作 りの遊びをとお し

て、 とけるということを物の変化 と水の変化の画面からとらえさせたい。

3 目  標

○ 物が水にとけると、その物のようすがかわることに気づかせる。

○ 物が水にとける速さは、粒の大小 。水の暖かさなどで違いがあることに気づき、速 くとかすこ

とができるようにさせる。

○ せっけん水の濃さは、水やせっけんの量によって加減できることに気づき、 しゃぼんだまを作

るのに適 した濃さに調節できるようにさせる。

4 計   画 (C時間 )

第 1次  学習計画をたてる・0… …001時間

第 2次   しョゴんだま遊び………… 1時 間 (本時分 )

第 3次   せっけんのとかし方………2時 間

第 4次   せっけん水の濃さ………… 1時間

第 5次   まとめと評価……………… 1時間

5 本時 の 目標

○ せっけん水は、においがしたり、白くあわだったり、指につけるとぬるぬるしたりする性質が

あることに気づかせる。

○ せっけん水を使うと、 しゃぼんだまをふくことができることをつかませる。
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6。 展 開

指導 上の留意点

○せ っけん水

のあてっこ

をしょう。

○調
′べてみよ

○ス トローで

ふいてみよ

う。

○しゃばんだ

まの水は、

どうしたら

作れるのだ

ろう。

2。 せ っけん水を見分ける方

法 を話 し合う。 (個人 )

○色水 とせっけん水のあて

っこをし、学習意欲 を高

める。

○自分の経験をもとにして

考えさせる。

○五感 を通 し、色々な方法

で調べさせる。

調べ方 に注意 させ、共通

点、違 った点 を見つけさ

せる。

○思い切 り泡だてごっこを

させ、二つの液の違いを

体得させたい。

○しゃぼんだまのふき方 を

工夫 させ、自由にとば し

あいをさせたい。

二IIillて

みK全体 )|。

危険なもの驚 な職

せっけん水

〇 しゃぼんだ

4.実験する。

④ あわができる。

5。 調べた結果

6。 次時の課題

)vd7

する。

1.せ っけん水のあてっこを

せっけん水  カルピス

せっけん

水

カル ビス

コップ

ス トローー

○本時のめあ

てがわか っ

たか。

○色々な調べ

方のある達

とが、わか

っ た か 。

○二つの液の

相違点 と類

似点がわか

っ た か 。

○泡だてごっ

こから、二

つの液の大

きな違 いが

わ か っ た か 。

どちらがせっけん水か、調べ よう。

せっけん水 li tvCz

におい
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第 2学年 2組  同III学 習指導案

指導 者  中 り|| た つ

1。 主   題   願いを集団の場に出そう(これを読え′でください )

2.趣  旨

○ 今まで学級内でトラブルが生 じた場合は、即時に回頭や日記で訴え、その問題については、朝

の会や特設バズの時間に学級みんなで話 し合って、解決への糸口を見つけ出してきたので児童た

ちは、学級内の問題はfEl人 で訴えることができる。 しかし「鉄棒を横取 りされた。」「 ドッチボール

ルの場所を取 られた。」等、問題が学級内で解決できない場合は、ぶつぶつ言っていても「 しょう

がない。Jと あさらめたり、教師に訴えて頼ろうとしたり、教師に言えば解決 してもらえるといっ

た安易な態度が見られた。また上級生にあだ名を言われたり、たたかれたりしているのを見ても、

「かなわない。こわい。どうしょうもない」 と傍観 しているだけで、自分たちで立ち向かおうと

はしない し、またその方法も知らない。

〇 資料「 これを読んでください Jは、児童自身の身近に起こっている遊びのじゃまをされた問題

なので、資料 と体験とを一体化 して考えることができ、自分の問題としてかかわっていくことが

できる。その上学級内だけでは解決できない問題が生 じている現在、本資料は全校児童にかかわる

る問題の解決法を見つけるよう示唆されているのでこれを参考にし、自分たちで解決 しようとす

る意欲をたかめ、実践化をはかるのに適 している。また形式化 しがちな児童会活動をひとりひと

りの権利と華福を守る上にも大事な会であることを知らせるのにもよい資料である。

○ 学級内、学年内だけでなく、上級生 とかかわりのある問題でも、あきらめたり、傍観 したりせ

ずに学級全員で解決 していこうとする態度を養い、問題を解決するためにはまず、自分たちの意

志を明確に相手に伝え、そして相手の主張も正 しく理解 した上で合理的な方策をたて、解決への

道すじを考えるようにさせたい。

3.目   標

○ 日常生活の中で、さまざまな問題に直面 した時、素朴な形でもひとりひとりの願いを学級内で

組織化 し要求にまで高め、集団の場に出すことが問題解決の糸口になることを知 らせ、願いを集     こ`

団の場に出し、確かめ合わせる。

4.計   画  (2時 間 )                           ず

第 1時  上級生に遊びの場を取 られた背景  (本時分 )

第 2時  願いを要求に高めるてだてと問題解決の道す じ

5。 本 時 の 目標

○ 生活の中の不合理 を見ぬかせる。

○ 要求を満たすためには、不平を言うことより、自分の願いを相手に伝え、わかってもらうこと

の大事さに気づかせる。
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6。 展  開

学 習 活 動 着 眼点 指 導 上 の留 意 点 資料等

1,生活の中の、学級内だけでは解

決できない問題 を見なおす。

○遊び場でのこと

○その他

2.学級の問題の背景を資料「 これ

を読んでください 」の20ペ ージ

までから探る。

○問題点 を見ぬ く。 (個人 )

のなぜ問題なのかを

考 える。 (全体 )

・ 5年生の子たちの

横暴な態度

・ 2年生の子たちの

消極的な態度

2年生の子たちが しょぼ しょ

ぼ花だんの方へ行ったのは、

なぜかを追求する。

(グループ )

自分たちの とってきた態度 と

考え合わせる。

3.現状が続いた時の事 を予想する

○くらしは楽 しいだろうか。

○どうすればよいのだろう。

生活点検

問題意識の

換起

実態と資料の

共通意識化

強者の

身勝手 さ

弱者への差別

1不

合
言:[曇

願いを要求 と

して出せない

33,さ

みんなで立ち

向かおうとす

る意欲

○いろいろな問題 を事前に整理 し、

学級内だけでは解決できない問題

だけを日記や絵から想起 させ、本

時学習の問題点にさせる。

○生活の中の不合理 と温存助長の原

因を資料によって追求させる。

02年生の子を軽視 したことばや、

一方的な主張 を押 し通す 5年生の

子たちの態度に怒 りを持たせ、 2

年生の子たちの願いが相手に通 じ

ないくや しさを自分の経験 と比べ

惑 じとらせる。

05年生の子の気持ち、 2年生の子

の気持ちか ら背景をおさえる。

ヽ
、
′
／

り
　
い

き
　
な

つ
　
わ

は
　
一百

／
１
＼

(知 らない )

○あきらめたり、だまっていることが

不合理な事象を起こす土壌になって

いたことに気づかせる。

○要求が満たされず嫌な生活になる

ことや、相互の意志の疎通のだい

じさ、解決への逼迫感を持たせる。

遊びたいが

こわくていえない

5年生  。遊びたいので自分

たちのことだけし

か考 えていない。

日記

実態を

表す絵

ともだち

の本

TP

― - 11二



2年 資料「 これを読んで ください 」

集団の中へ問題 を出 し、話 し合 うことのたいせつさ

五
年
生

の
人

の
返
事

ｏ
す
ぐ
学
級
会
を
開

い
た
〉

〇
二
年
生
を
困
ら
せ
て
悪
か

っ
た
。

ｏ
運
動
場

の
使

い
方
を
全
校

児
童
会

に
出
す
。

二
年
生

○
み
ん
な
で
そ
う
だ
ん
し
、

五
年
生

に
手
紙
を
書

い
た

ｏ先研″ん
な
の問題
だから、

み
ん
な
で
考
え
て
ご
ら
ん
。

全校児童会

みんなの問題は、みんなで解決

問題解決の方法―一―問題の提示

遊び場の要求
(権利 )

ｏ
先
生

の
こ
と
ば

の
意
図

問
題
解

決

に
対
す

る

児
童

の
自

立
段
階

の

一局
ま
り

真

の
自
己
解
放

の
力

に
な

る
も

の

ｏ
問
題
解
決

の
道
す
じ

願

い
や
要
求
を
出
す
た

め
の
勇
気

ｏ
問
題
解
決
の
い
ろ
い
ろ
な

方
法

○

手 ¬
紙ぼ
の く

意 ら

義
ヒ

の

出
し

た

・- 12 -―
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相互の意志の疎通をはかる

自分の願いや要求がうまく相手に伝えられない時の事実事象

ｏ
し
か
た
な
く
花

だ

ん

の
と

こ
ろ

へ
。

○
み
ち
子

ら
も
、

な

わ
と
び

の
か

さ

れ

た
。

¬  わ一年
ぶぼ ぐるぼ生
つ く ずいく
ぶ ら ぐわら
つか ず

°
が°

て  q―先
し    に

レヽ       よ
の      つ

に   た
°   の

L~     
に

ｏ

「
な

に
う
ろ
う
ろ
し
と
ん
や
。

ボ

ー
ル
が
あ
た

っ
て
も
し
ら
ん
ぞ
」

〇
二
年
生
を
無
視

し
て

ド

ッ
ジ

ボ
ー
ル
を
。

○五
じ一¥平
やの生
まけ
やの
Oけ

う

ろ

う

ろ

し

て
、

生活の申の不合理願いの組織化 願いと問題の意識化

二
年
生

ｏ

「
先
生

に
じ
ゃ
ま
す
る
な

し
か

っ
て
も
ら
お
う
な
。

L~レ ｀

フ

て

八
焦
点
化
）

ｏ
上
級
生

の
横
暴

　

・

一
方
的
な
主
張

ｏ
弱
者
軽
視

の
こ
と
ば
や

態
度
・

二
年
生

の

「
ぼ
く
ら
」

が
、

は
っ
き
り
上
級
生

に
要
求
で
き
ず
、
花
だ

ん
の
所

へ
行

っ
た
背
景

○

み

ち

子

た

ち

の

あ

き

ら

め

の

苦
旦

示

安
易
な
解
決
を
求
め
る

態
度

の
反
省

-13ニ



第102学年難聴学級 同和学習指導案

指 導 者  橋  本  ゆ み 子

1.主  題  励まし合ってイ申びてして巧

2.趣  旨

○ 本学級は、 1年生 2名 2年生 5名 の複式学級で、児童は全員聴力に障害を持っている。タンバ

リン・ トライアングル・すずの音が聞きわけられる児童は 2名 で、全員音を聞き取 る力は弱い。

音楽は親学級で健聴児 とともに学習 しているが、歌 うところがわからなくてもそれを聞 くことが    ・

できない児童、わかろうとする意欲の乏 しい児童などがいる。また、自分がノ`一モニカを述、いて

いる時に、変な目で見 られた り笑われた りすると、その意味もわか らずふき続ける児童、なんと

なくふくのをやめて しまう児童、あとで先生に言 う児童な どさまざまであるが、それが障害 を理     V

解 していない不当な差別であることに気づいている児童はいない。また、本学級の中でも、学習

や遊びの場で「 あほ 」とい うことばが聞かれた り、のけものに した りという場面が見 られるが、

それを正 していこうとする児童はいない。

〇 ハーモニカをバ、いていると笑われたので遮、くのをやめたY子、わか らないことを進んで尋ねみ

んなといっ しょに歌 えるように努力 しているN子の姿をうきぼ りに した作文 (教師作成 )は 、現

象面だけをとらえて差別するのは誤 りであり、不当な差別に気づき、それに負けることな く立ち

向か っていかなければな らないことに気づかせ、障害に負けることな く、自分の願いを出 し、伸

びるためには、支え合 う集団が必要であることをわからせるのに適 している。

○ 難聴→音が聞こえに くい一ハーモニカがうまくバ、けない→笑われる亀 という自分たちが被差別

の立場にあることに気づかせ、それに負けることなく、「 みんなといっしょに歌いたい、遮、きた

い」 とい う自分の願いを自覚 させ、その願いを何 らかの形でみんなの前に出 していく力を育てる。

また、f申 びるためには、まわ りの支えが必要であることを知 らせ、お互いに励ま し合 って伸びて

いこうとする集団 をつ くる意欲 を持たせる。

3.目   標

○ 自分の立場に気づき、自分の願いを自覚 し、みんなの前に出す力を育てる。

○ 能力を伸ぱすために、お互いに励まし合 ってf申 びていこうとする集団をつくる。

4。 計   画   (2時 間 )

第 1時   「 音楽の時間」……私の願いをさまたげるもの (本時分 )

第 2時  伸びる喜びと、より強く生きていくために支え合う集団

5。 本時 の 目標

○ 自分の障害を正しく自覚させ、差別に気づかせ、それに立ち向かっていく意欲を育てる。

○ 自分の願いをみんなの前に出す力を育てる。

―- 14-
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6.展 開

学 習 活 動 着 眼 点 指 導 上 の留 意 点 資料等

1。音楽の時間のこ

合 う。 (ス ライ

○困 ったことё

Oいやだったこ

とについて話

ドを見ながら

と。

2.「 音楽の時 FE5」 の作文や絵 を見

て話 し合 う。

○よこの子の態度

ハーモニカをふいていると

↓

「 へたくそ」といってわ ら

った。

〇なぜわらったのだろう

○わた しの態度

わ らわれるのがいやなので

ふ くのをやめた

○なぜS、 くのをやめたのだろう

じ

)

ほんとうは、ハーモニカを

遮、きたかった。

○わた しは、どうするのがよい

のだろうか。

3.自 分の生活 をふりかえり、今後

どうしたらよいかを考える。

○話 して笑われた時など

自分の生活 を

見つめる。

問題の意識化

障害者への不

当な差別

差別に負けて

いるわた し

差別に立ち向

かう意欲

自分の願いを

出 し、差別 を

はねのける

○補聴器の調整 をする。

○はっきりと大きな声で発表するよ

うに話す。 (特 にKOA・ M)

○友だちの話をよく聞 くように話す。

○困ったこと 0いやなことなど言い

にくいことでも言 うように励ます。

○作文 を読んで、内容 をつかませる。

HON・ Y… …できるだけ自分

の力で読みとらせる。

ROK・ A・ M・ … ことばを動

作化 したり、絵 を見せながら、

内容 をつかませる。

○ハーモニカがうまくふけない現象

面だけをとらえた差別は、不当で

あることに気づかせる。

○笑われるのがいやだからふ くのを

やめたことは、差別に負けている

ことに気づかせる。

○くや しさや自分の願いを、みんな

の前で話 した り、作文に書いた り

していく力を育てる。

HoNoY… …自分の願いを自

覚 させ、みんなの前に願いを出

してい く力をつける。

ReKeA・ M… …自分の願い

を自覚させ、何 らかの形で表現

させる。

○自分の障害 を正 しく自覚 し、不当

な差別に立ち向かお うとする意欲

を持たせる。

集団補聴

器

SL

TP

教師作成

の作文

TP

絵

-15-



私の強い願い

Ｎ
子

の
作

分

（
教

師

作

成

）

（音
が
き
こ
え
に
く

い
）

（安
心
感
）

っ
ぱ

い
が
ん
ば
る
）

力
しヽ

資料 「 音楽の時間 」の作文 (教師作成 )

お互いに、励まし合って伸びていこう

自分の願いを、みんなの前に出そう

本人の努力 まわ りの人の支え 私の気持ち

（
歌

い

た

い
）

きこえに くい

からこそ

やるのだ

わ
た

し

は
、
歌

う

と

こ
ろ
が

わ
か

っ
た

の
で

大

き
な
声

で
、
歌

っ
た
。

う

し
ろ

の
子

は

「
こ
こ
や

で
」

と
、
本

に
し
る
し
を
、

つ
け

て
く

れ

た
。

を標目一局
　
る
　
　
　
力

り
　
め
　

　

努

よ

努

　

　

の

ヽ
　
に
　
　
　
　
へ

じ

現

＝

出

現

信

実

　

　

実

を
　
の
　
　
　
己

力

そ

　

　

自

能

　

ヽ

の
　
て

分
　
て

自

一エ

相手の願いや気持ちを考え

仲よく助け合う集団へ

- 16 -―
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Ｙ
子

の
作

文

（
教

師

作

成

）

（
ふ
き
た

い
と

い
う
心
）

（
焦
点
化
）

・ よこの子の態度

-17-

私の願い

ほ
ん
と
う

は
、

ハ
ー

モ

ニ
カ

を
、

ふ
き
た
か

っ
た
。

願いを育て

高める。

わ
た

し
は
、

わ
ら
わ
れ

る

の

が

い
や
な

の
で

ふ
く

の
を

や

め
た
。

よ
こ
の
子
が
、
わ
た
し
の
方

を
見

て

「
へ
た
く
そ
」

と
、

い
っ
て
わ
ら

っ
た
。

能力を、伸ば しうる

学級づくり

できる力を

伸ばそうと

（
は
ず
か
し
さ
）

しない

⌒

わ  ¬
ら へ  思 こ
つ た  いの
た くぐ~や 子C 

そ  りの
ヒ   の



1。 小 単 元

第 3学年 3組

火事 をふせ ぐ

メ

社会科 学習指導案

↓
地域の人々を火災か ら守るためには

いつでも、 どこでも、す ぐに機動的に

出動できる組織や、す ぐ消 じとめられ

る消火施設網や、燃え広がらない町つ

くりが必要 である。

指 導 者 谷 村  登 志 男

消防署のはたらき

2。 趣  旨

○ 本学級の児童は、前年度末避難謝|1練の一環として、運動場で行なわれた消防署の消火活動の実

際を見聞 しているが、赤い草 。はしご車。放水等断片的な遼としか記憶 しておらず、消火活動を

カッコいいもの、というように しかとらえていない。また消火活動 というと、消防署や消防団の

人々のはたらきはす ぐ気づくが、警察官 。電気会社・水道局 。ガス会社の人々のはたらきまでは

気ずかず、まだまだ興味本位に しか受けとめていない。

○ そこで、姫路市という地域共同体の中で、いろいろの組織や施設が相互に関連をもちながら消

火、防火活動が計画的になされていることに気づかせたいc

O 消防署の見学や、防火 。消火活動についての資料や情報 を収集活用 して、姫路市の火災の現状

を主体的に調べさせたい。

○ 人々を火災から守るためには、緊急連絡のしくみや消火施設網、燃え広がらない町づくりが必

要であることを理解 させる。

○ 防火 。消火活動に関するパンフレット、資料「 ひめじ」等によって各種のグラフ、地図、絵図、

写真 を読みとったり、数量的観察ができるようにさせる。

4.小単元の構造

O         
①

(学校では、火事を防 ぐためにどんな設備や工夫をしているか。 )

姫路市の火災のよう

標

③
①

す
　
　
　
　
　
い

だ

ンフ
化
　
　
　
　
な

の

よ

変
一　
　
　
　
りヽ

る

の

の

小

　

な

あ

生

数

大

　

　

に

が

発

件

の
　

　

事

み

災

生

害

　

火

く

う

火

発

損

　

大

し

ろ

ー

０

「
‐
‐

絡∃

ヽ

―

′

／

で

が

片
リ　
ンフ

だ

ふ

- 鑢
見
火
緩
　
　
狩
ば
ぁ

鵬輔勒輔　　ぃ
なく、動

プ
∫
―
＼

うす

の
　
　
　
る
　
く

う

連

防火都市計画

防火建築

消火栓、火災報知

5。 本時の目標 (D次第 1時 )

○姫路市では、大 きな火災がおこらないように、安全な町づ くりの計画を進めようとしていること

をみつけさせる。

-18-
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6.展 開

主な発 Fn3 学 習 活 動 指 導 上の留意点 資料等 評  価

1.火 事を消す

だけに力 を

いれている

のだろうか

2.火 事をふせ

ぐため、町

の人はどん

なくふ うを

考えている

だろう。

3.城南校区で

た しかめて

みよう。

4。 どんなこと

がわかった

か 。

雑
数
麒

ｒ

ｉ

透

ｌ

ｉ

ｔ

札

詢

」

をし
‐

ノ

的

つ

＜

た

ンフ
　
　
て

を

　

　

ぐ
　
ふ

題

　

　

防

く

　

ｏ

間

　

　

を

な

いつ

習

　

　

事

ん
　
ろ

学

　

　

火

ど

だ

の
　
　
　
な
　
は
　
る

時

　

　

き

で
　
い

本

　

　

大

市

て

○

　
　
　
　
ノ
／
ｆ
‐
ヽ
＼

一り粋辞
け

え

想

つ

て

安

話

も

予

せ

え

ｅ

Ｏ

　
　

　
　

／
′
ヽ
、

身のまわりか ら考

える。

Ｄ

　

ヽ
、
―
―
ノ
／
　
く

　

　

く

　

　

火

轡
醸
警
崚
　
¨
　
い
　
岬
　
置
諄

近

く

う

な

りヽ

と

配

の

　ヽ
一通
　
よ
　
　
　
えヽ
　
　
　
たヽ
　
　
　
が
　
　
　
の
　
間

亀
論
す、
駒
　
喋
画
嚇
・
鞣
　
蟻
蠅

稀
妙
蒟
和
ｏ
肺
錆
つく
移
豪
　
螂
斯
碗

れ
わ
椰
漱
鴻
囃
り

．
町

。ど
栓

・火
。火
。そ

○　″ノ√ｆｉ‐ゝ
ヽヽ

Эわかったことから考 える。

(全体 )

(城南校区だけではないようだ。

○本時の学習問題 をは

きりつかませる。

○身のまわ りの事実や経

験から考 えを出させる。

○聞いたこと、調べたこ

とをもとに予想させる。

○大きな火事奎ふせ ぐた

めの燃 えない町づ くり

のくふ うの必要性に気

づかせる。

○資料「 ひめじ」等 をみ

考にた しかめきせ儀。

9昨年の火災で類焼 をま

ぬがれた家のつくりに

ついて補説する。

○火事のあと建てられた

家、最近、近所で建て

られた家についても想

起 させる。

○地域全体 を考えた計画

性が必要であることを

みつけさせる。

SL

資料 砂

め じ、J

P40

教科書

P29

社TP

3-9

○本時の学習

FH5題 がはっ

きりつかめ

たか。

○事実や経験

ら予想が出

せたか。

○資料 をもと

に話 し合い

ができたか

○安全な町づく

りのくふうが

わかったか。

AN

-19-



し
日2.

第 4学年 2組  算数科学習指導案

指 導 者  小  暮 国 夫

趣

単 元   かわり方

○ 「 かわり方」は変化を中心とした内容であり、変化には対応という見方がつきものであって、

対応 とか、変化 とかを中心に関数的な見方・考え方を育てることをねらっている。この見方 0考

え方は、低学年から、日常生活を通 して、数量的にとらえていく中で総合的に漸次指導がなされ

てきた。

しかし、児童は「 温度があがった」「 影がのびた」とかの事象を、 2つのものがともなって変

化 していくのだという2つ (時 間と温度 )0(時 間と影 )の ものの結びつきとしての見方はまだ

できていない。

そこで、関数指導に入るまでに、数量的な観点から事象を処理 していく経験を与えることが必

要である。 (じ ゃんけん遊び )そ の後に、実際に変化 していくものを交互に与えて 2量の対応

するようすをつかんでいくようにしなければならない。また、具体的な問題 と身近かな問題

を機器を通 して与え必要感がわくようにしむけ、具体的なものの積み重ねの上に立って、帰納的

発見的に理解させるようにつとめて本校のめざす、自主 。発見・創造といった学習性にが すゝたい。

数量的な観点にたって、偶発的事象の結果をきまりに したがって整理する経験 をさせる。

時間がたつにつれて、自然に変化する事象を表やグラフに表わ して、その表のようすを考察す

ることカミできるようにする。

○ ある量の変化にともなって、他の量が変化 してい くとき、その変化の特徴や規則性 をとらえて

考察できるようにする。

計   画

第 1次  「 じゃんけん遊び」…………… 1時間 (本時分 ) 数量関係

第 2次  「 時間がたつにつれて 」……… 2時間

第 3次  「 いろいろな変わ り方 」……… 2時間

関数 0統計 。確率 公式

5.本 時 の 目標

○ じゃんけん遊びの記録を数量的な観点にたってみることにより、数量的な関係や、その表現に

ういて考察する基礎となる経験をさせる。

○ 友達と協力してグームをして、その記録を正確に書かせる。

… 20轟
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6.展  開

主な発間 学 習 活 動 指導 上の留意点 資料等 評  価

じゃんけんの

結果はどうで

したか。

1.じ ゃんけんの結果 を発表

する。

勝ち数 を発表 させ、表に記

入 し、本時の学習に興味 0

関心 をもたせる。

まけ→右へ

かち→左へ

図のような枠 を示 し、 じゃ

んけん遊びの しかたを説明

する。

得点の合計がいつも13(χ

+y=13)が ある規員J性 を

発見させる。

つないだ線が対角線に対 し

て対称であることに気づか

す。

試合回数 (Z)は z=7+y

最低試合数回数は 7、 最高

試合数は 130:`等 強要 しな

レヽ。

問題 を提示 し、規則性から

解 くことを示唆 し、特設パ

ズの課題 とする。

△

⌒
tノ 8

△ △ △ △ △

△

△ C
△ △ ④

/｀

△

@ Э

結果 を記

入する表

方眼の

TP

記録用

TP

厚紙でつ

くった六

角形。

|

予習課題に全

員 とりくんで

きたか。

じゃんけん遊

びのルールを

理解 したか。

結果が正 しく

記録できたか。

自分の得点を

みて、相手の

得点がわかる

か。

問題の意味が

理解できたか。

記録用紙 か ら

どんなことが

わか りま した

か。

2人 で、 じゃんけんグームをしょう。

じゃんけん遊びの しかた

を説明する。

・男女でじゃんけんをして

遊び方の範例を示す。

3.じ ゃんけん遊びをする。

・となりどうしでする。

・勝負の結果を記録する。

4.記録用紙をみなが ら、いろ

いろ考察する。

・各自の得点を発表する。

。からまけをllkに言 う。

。各自のたどったコースを

線でつないでみる。

。わかったことを発表する(

(グループ)

↓

(全体 )

5.本時のまとめをする。

O類似事象を考察するこ
|

とについて話 し合う。 |
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第 4学年 3組  国語科学習指導案

指 導 者  安  積   収

1。 題  材  ごんざつね

2。 趣  旨

○ 題材「 ごんぎつね」は、筋の展開のおもしろさはもちろん、登場する人物の人間性や心の結び

付きについて深く考えさせられを作品である。また、読み手をり|き つける描写の美しさがあり、

想像をはたらかせながら楽 しく読み浸らせ考えを深めさせていく教材である。

○ 児童は、比較的長文の読書にもしたしんできている。 しかし、まだ多数の児童は、あらす じや、

事実の読みとり程度に終わり、登場人物の心情を場面の情景と結びつけ想像豊かに読みとるまで

には至っていない。

○ 学習活動の展開に当たぅては、様子や気持ちが生き生きと表現されている部分を文章に即 して読

み味わった り、考えたりするような読み方を進め、児童を作品の中に読みひたらせていくように

指導 したい。

3.目   標

〇 ごんの気持ちの動きをよく考えながら読むことができるようにさせる。

O 物語を読み味わって心情を豊かにさせる。

○ 他の物語を進んで読む通とができるようにさせる。

4.計  画 (12時間 )

第 1次 惑想 を話 し合い学習計画 を立てる30-・ ………。2時間

第 2次 場面ごとに情景、登場人物の行動 、心の動 きを詳 しく読みとり、考 えたことについて話 し

合 う。 0・ ―撃。・。3… … …… ………………0007時 間

○ ごんのくらしの様子は、どんなか。            (1)
○ ごんは、 どんないたず らをしたのか。           (1)
○ 兵十のおっかあの死をどんなことから知 ったのか。    (1)
○ おっかあの死 を知 り、ごんは、どう思ったか。       (1)
○ ごんは、いわ しをなぜ兵十の家にほ うりこんだのか。   (1)
○ なぜ、ごんは、二人の後 をつけていったのか。       (1)
○ なぜ、兵十は、火なわ じゆうをバタ リと取 り落 としたのか。 (1)(本時分 )

第 3次  まとめ読みを し、惑想 を書き発表する 。……・e・ 2時間

第 2次 練習 と評価・―・O e…・0。・000… … e… ……… … 1時間

5。 本時 の 目標

○ 「 ごん、お前だったのか、いつもくりをくれたのは」といって火なわじゆうをバタリと取り落

とした兵十の後悔の気持ちを読みとらせる。

○ 人物の気持ちになって読みとらせる。
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6.展  開

主な発間 学 習 活 動 指導 上の留意点 資料等 評  価

○ごんが「 お

れは、引 きあ

わないな 」と

いったのは、

どうしてだろ

うか。

05の場面でのごんの気持

ちを思い起す。

「 へえ、こいつはつまらな

いな。 J

「 おれが、……持っていっ

てやっているのに」

○学習課題 を確実に把握 さ

せる。

「 またいたずらをしに来

たな J

「 兵十はびっくりして、

ごんに目な落としました」

「 ごん、お前だったのか」

「 ごんは、 ぐったり目を

つぶったまま、 うなずき

ました」

○パタリと火なわじゆうを

取 り落としたあと兵十はど

んな行動をし、その時、ど

んなつぶやきをするかをノ

ー トに書かせる。

課題表示

○ごんのい じ

らしさ・ 悔 し

さがわかって

いるか。

○ノー トに考

えが記入でき

たか。

○ごんの死に

よって しか、

ごんを理解で

きなからた兵

十の悲 しみが

わかったか。

なぜ、兵十

と取 り落 と

ま、火なわ じゆうをバタリ

したか。

○死んでいく

ごんに、兵十

は、どんなこ

とをいいたい

か。

06の場面を読む。

○黙読 してひとり調べをす

る。

○読み とった結果について

話 し合 う。

oグループで話 し合 う。

全体討議をする。

○兵十の立場でごんに向か

ってつぶやき、ノー トに記

入する。
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第 304学 年難聴学級 社会科学習指導案

指 導 者 谷

1.小 単 元 水害 をふせ ぐ

2。 趣  旨

○ 本学級の児童はすべて高等度難聴児であり(3年 6名 、 4年 4名 )、 耳からの情報がはいりに

くく、また経験不足もあって、ごく一般的な社会事象についても理解は困難である。 しか し水害に

ついては昨年の17号台風で経験 しており、臨時休業になったことも含めて、増水 した川の濁流や

道にあふれた水などをよく覚えている。

○ 本小単元は、 3年 では「 すみよい市」4年では「 きょうどを開く」の大単元の中の一つであり・

どちらも私たちの住んでいる市あるいは県をよりよくしていくための とりくみを取 り扱 ったもの

である。また水害は台風の来襲する時期に頻繁に起こっている問題であり、私たちの生活 とも密

接につながっている。そして、それを防 ぐために様々な努力がなされている。

○ そこで、昨年の17号台風の時の様子をとったスライ ド等の視覚教材を使って、耳からの情報の

はいりにくさをカバーするとともに、風水害 ということをイメージを持ってとらえさせたい。

そ して、その基盤の上に立って、水害を防 ぐための様々な努力を理解 させたい。

○ 水害の原因や被害状況 をつかまえさせながら、地域の人々が市。県 。国の助けを得て、水害 を

防 ぐための努力をしていることを理解させる。

○ 自分の体験や考えをみんなによくわかるように発表させる。

4。 小単元の構造図

司孝/Jヽ

標

③
医 嚢 亘 壷 亘

(3年 )(4年 )

「難繭
|…

…
県丙

~1

の市川 。1尾崎市や

夢前りll等 1円 山川等

L?小青_12■葺

O十
① 4%

本時 の 目標 (A次第:時、B次第:時 )

○ 台風による水害の経験を出し合い、その原因や被害の状況をつかませる。

私たちの郷土をはじめ、各地で水害

になやんでいる土地が多 く、人々は、

市や県や国の助けを得て、水害を防 ぐ

努力を続けている。
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′ 6.展  開

主な発間 学 習 活 動 指 導 上の留意点 資料等 評  価

○台風につい

て話 し合お

う。

oどんな被害

を受けただ

ろ うか。

○今までにど

んな水害が

あっただろ

うか。

○次時は どん

な勉強 をす

るか。

○補聴器の調整をする。

○自分の経験を自由に発表

する。

O風  ・大雨 0川の濁

流

・川のようになった道

○被害の状況をわかる範囲

で発表する。

O道 が川のようになっれ

・家に水がはいった。

3年は姫路市内で起こっ

た水害 を調べ、 4年生は

兵庫県内で起 こった水害

を調べる。

・ いつ (昭和○〇年 )

。どこで ○○市
(   )
○○り||

・ 被害の状況

○次時の計画 を立てる。

○全員の名前を呼び、聞こ

えの状態を見る。

○昨年の台風の時のスライ

ドを見せ想起のきっかけ

にする。H児の近 くの様子

のスライ ドなので、Hに

自由に落 ちついて発表 さ

せたい。

○水害 と被害 という言葉の

意味 を事実 と照応 させな

が らつかませる。

と4年 とに分かれて

をさせる。一個別指

〉

ひめ じを中心に調べ

る。

資料の場所、書き方

を再確認。書ける所

まで会話でまとめる。

まとめ方 を指導。

まちがいを直す程度。

〉

兵庫 。教科書を使っ

べさせる。

独力で調べさせる。

まとめ方 を指導。

岬
ξ

豪

‥
・
―

訂

齢

粍

亦

勝

≫

○
　
　
　
　
　
　
　
ど
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／く

　
○

LS

集団補

聴器

ひめじ

3年教

稽

兵庫

4句屁数

科書

OVOL、 を

正 しく合わ

せたか。

○自分の経験

を少 しでも

話せたか。

T、 H、 C、 ЩK児

○わかりやすく

話せたか。

AM、 I.Oχ児

○被害 という

観点でとら

えられたか。

○適切な資料

をさがせたか。

l   
喜

`
}1:lii。
―独力で正 し

くまとめた

か 。

―

　

― 正しくまとめ

られたか
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第 5学年 1組  国語科挙習指導案

指 導 者  赤  垣  美 智 子

1.題

2。 趣

材  からぐつの中の神様

○ 本題材は、茶の間でのおばあちゃんとマサエとの話 し合いから、おばあちゃんの若いころの思

い出話に移 り、再び茶の間での話 し合いにもどるという三つの場面から構成されている。主題に

かかわるのは第 2場面であり、おみつさんと大工さんの心のふれ合いを通 して、ものの本当の価

値 ということ、また、本当の価値 (真実 )を見極めることの大切さが語られている。祖母の語り

の中から人生の様々な相が考えさせられ読みごたえのある香 り高い作品 といってよい。

○ これまでに学習 した「 むねつまりなし」や「 野ばら」などの物語文では、一文一文を大切にし

た基本的な読みとり方を指導 してきた。 これによって児童たちは、作品の本質に触れたかなり深

い味わい読みができるようになってきている。 しかし、それを場面の情景や人物の心情 と結びつ

けて読みとるにはまだまだ不なれで、いわゆる「 物語に読みひたる」までには至っていない。

O 指導に当たっては、長文で!ま あるが、文の展開をたどらせながら会話文を手がかりにして、お

みつさんの真心、大工さんの温かい心をじゆうぶんに読みとらせたい。また、轟 りを生かした文

体の特色に注意 し、朗読の工夫をさせるなどしてじっくりと味わって読むように指導する。

3。 目  標

○ ものの本当の価値は、外見にあるのではなくそれを作る人の真心にあることを読みとらせると

ともに、わらぐつを作ったおみつさんと、その価値を見抜いた大工さんとの心のふれ合いが受に

結びついたことを読みとらせる。

○ 人物の心の動きや場面の情景を思い浮かべながら読ませる。

4。 計  画  (11時 間 )

第 1次 全文を通読して課題を設定する。…………2時間

第 2次  「 わ らぐつの中の神様 」を読む。………… 5時間

○おばあさんが「 わらぐつの中に神様がいなった話 Jをするようになったのはなぜか。 3● ●0(1)

○おみつ さんは、なぜ、わ らぐつを作 り始めることにな ったか。・…0000… …。・・。………。
(1)

○おみつさんの作ったわ らぐつが、若い大工さんだけに買いとられていったのはなぜか… (1)

○若い大工さんが、おみつさんをおよめさんにしたいとまで思 うようになったのはなぜか。(本時分 )

○おみつさんは、大工さんのところへおよめにいって、どのように華 せに くらしたか。 0…・(1)

第 3次 作品の主題 を追求 し、「 愛 」や「 幸せ」の本質 を探る。………… 2時 間

第 4次 練習 と評価…………… 2時 間

5。 本時の目標

o 「 あのぅ、いっも買ってもらって、 ……0」 と言うおみつさんの控え目な誠実さと、「 おれだっ

て職人だから……… 」と言う大工さんの温かさ。この二人の心が結び合っていくことのうれしさ

や美 しさを読みとらせる。
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6.展  開

主な発間 学 習 活 動 指導 上の留意点 資料等 評  価

○わ らぐつが

初めて売れた

時、おみつさ

んはどんな気

持 ちだったか。

1.学習課題 を確認する。 ○〈うれしくてうれしくて〉

とい う気持 ちを想起させ本

時の学習課題 をつかむ布石

とする。

○学習課題 を書いた模造紙

を貼布 し、読 ませることに

よって課題 を確実に把握さ

せる。

0125ペ ージ 7行 日まで を

一応の区切 りとさせる。

○叙述 を手がかりに して書

き込みをしたり線を引いた

りして表 24Lさ せる。

○会話文の外 〈楽 しみに〉

〈不思議でも〉くにっこり

して〉〈たのもしくて〉な

どの表現 をおさえさせる。

○〈いきな りしゃがみこん

で〉〈白いほおが夕焼けの

ように赤 く〉から二人のほ

のぼのとした心情 をくみ と

らせたい。

○グループの話し合いにより

個人の意見をいっそう深めさ

せる。

○おみつさん、大工さんの気

持ちを考えながら朗読させる(

○第 5場 面の展開 を予想 さ

せる。

TP

課題表示

会話文

表示

○細かい言葉

に注意 し、展

開に即 して読

みとっている

力>。

○もののねう

ちは、それを

作る人の心に

あることが読

みとれるか。

○大工 さんが

おみつ さんの

真心 にひかれ

ていった こと

がわかるか。

大工 さんが、

に したい と甚

なぜか。

おみつさん をおよめさん

資で思 うようになったのは

○おみつさん

は、市のたび

にわ らぐつを

買 ってくれる

大工 さんをど

う思ったか。

○いつもわ ら

ぐつ を買 って

行ったのはな

ぜか。

○「 おれの う

ちへ来てくん

ないか。そ し

て……。 」と

言 ったのはな

ぜ力ゝ

2.学 習課題について考える。

① 125ペ ージ7行 日までを

読みとる。

O指名音読

0黙読 してひとり調べを

する。

e読みとった結果につい

て話 し合う。

② 125ペ ージ8行 日から

125ペ ージ終わりまでを読

み とる。

e指名音読の後黙読する。

0考 えをノー トに書 く。

・ グループで話し合う。

・ 全体で話 し合 う。

3.学習範囲を朗読する。

4.次時の学習課題 を知る。
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精薄学級 生活単元学習指導案

指 導 者  中  野  美 保 子

1。 大 単 元  秋のくだもの

2。 趣  旨

○ 本学級は 3年 -3名 、 4年 -1名 、 5年 -2名 、 6年 1名 の計 7名 で I Q37～ 77(W18C知

能検査 )程度の児童が在籍 している。そうじや係の仕事は自主的にできるが新 しい場面での行動

はできにくく、心を閉ざして言語もスムーズにいかなく全般に生活力は劣る。

○ そこで生活に必要な人 との対話の しかたや交通規員じを守る事などの社会的行動 を身につけさせ      ´

たり、日常の事柄に関心を持ち細かく見つめる態度を養 うために爾常生活の経験 をなまの形でと

り上げたり、それを模倣 して、楽 しみながら意欲的に学習できるので本単元 を設定 した。

○ 公園や店に行 って したこと。見たことをもとに して略図を書いた り、買い物ごっこをしたり補

の木 を作った りする。このような学習や行動 を通 して日常の事柄を細かく見る目を育てたい。

その上に、交通ルールや金銭の計算、店の人 との応対の しかたなどに留意 し、領域、各教科 との

関連 を考 えなが ら、ひとりひとりの子どもの能力等 を考慮 して指導 したい。

3.目   標

○ 公園や店の見学を通 して、あいさつのしかた、 ことばづかい、交通規則などの社会的行動を身

につけるとともに、 日常の事柄に関心を持ち細かく見つめる態度を養 う。

○ 買い物ごっこをして、金銭の計算や場にふさわ しいことばづかいなどを学習 し、生活に必要な

技術や態度を高める。

5.本時の目標

○ きまりを守 って、楽 しく柿 とリグームをさせる。

○ グームをすることによって 50ま での数に慣れさせる。
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6.展  開

発間と指示il   学 習 活 動 指導 上の留意点 資料等 評 価

o柿取 りして楽

しかったこと

を話そう。

o今 、どの位置

にレ`るか麗お

つ。

1。 前時の柿取 りについて話

し合 う。

○柿 を○こ取 った。

○高 くて取 りにくかった

2.す ご六遊びにより柿取 り

グームをする。

○準備する。

○きまりを覚 える。

・ジャンケンで勝った者

か ら順に行 く

・振った目の数だけ数字

の順に進む

・柿のところで止まると

実物の柿をとる。

○グームをする。

○進んだ数や取 った柿を

比べる。

○取 った柿 を分ける

061象
「けを

|&後

かたずけをする

oス ライドを見せることによ

り楽しかった柿取 りを思い出

させ本時の学習意欲を高めさ

せる。

○指示 した物 を取 って来 さ

せる。

oゲ ームのきまりを理解 しに

くい児童にはその場その場で

指導する。

○グーム中、今 どの位置に

いるか、あといくつの目で

柿かたえず言わせる。

○取 った柿 を数 えさせた り

一列に並べさせたりして順

位 を言わせる。

○少なかった友の気持 ちを

考 えさせ同 じように分けさ

せる。

○今後遊びの中でグームを

適用 させる。

○同一のものを一まとめに

して片づけさせる。

SI」

すごろく

さいころ

柿

貼付板

赫 取 りした時

のことが自分

なりに言 えた

か 。

噛 束を守って

|〔二fが
でき
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大単元 秋 の くだ もの   10月 上録Ψll月 上旬 30時間

過 程 時間数
』
圏 導 内 容

学習計画 を立てる

公園を見学する

経験を話す

計画 を立てる

公園に行く

公園に行 くまでの略図

を書 く

７

①

①

③

②

写真を見る。 どんな物があり、 どんな遊びをしたか話す。

スライ ドや地図を見る。時間や距離。

道の歩き方。遊具で遊ぶ。落葉ゝ本の実を拾い数える。

藝じるしになるもの、定本の使い方、線のひき方

3.店を見学し買い物ごっこを

する

店にっいて話す

計画を立てる

店屋に行 く

買い物Cっ 乙をする

①

②

②

③

買い物に行った経験 を話す。色々な物が売 っていた。

どこの店に行くか。 何を持 って行くのか話 し合 う。

交通ルールを守る。色々な果物を見る。果物を買う。お金の計算

店の人 との応対の しかた (ごめんください ○○をくださ

い、ありがとう さようなら )物 とお金の対応。

4。 柿の木 を作る

柿について話す

計画 を立てる

柿の本 を作る

８

①

②

⑤

食べたことを話す。 スライドを見る。実物を見に行く。

どんなものがいるか。 (木  はさみ 画用紙など)

準備する。葉の形や色はどうか。

作業 (葉や実を作 りつるす )

5。 柿 とりをする

柿 とりをする

柿 とリグームをする

まとめ

３

①

①

①

柿の切 りつ くりを見る。たねの形や数。

50ま での数 を数 えた り書いたりする。同 じ数に分ける。

手 を洗 う。皮のむき方、食べ方 。

6。 まとめ 0学習 して楽 しかったことを、話 し絵に書く。
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6.展  開

発間 と指示 学 習 活 動 指導 上の留意点 資料等 評 価

o柿取 りして楽

しかったこと

を話そう。

○今 、どの位置

にレ`るか昌お

つ0

○高 くて取 りに くかった

2.す ご六遊びにより柿取 り

グームをする。

○準備する。

○きまりを覚 える。

・ジャンケンで勝った者

力〉らナ1買に1行 く

・振った目の数だけ数字

のllFに進む

・柿のところで止まると

実物の柿をとる。

○グームをする。

○進んだ数や取 った柿を

比べる。

○取 った柿 を分ける

061「けを
ド
後かたずけをする

oス ライドを見せることによ

り楽しかった柿取 りを思い出

させ本時の学習意欲を高めさ

せる。

○指示 した物 を取 って来 さ

せる。

oゲ ームのきまりを理解 しに

くい児童にはその場その場で

指導する。

○グーム中、今 どの位置に

いるか、あといくつの目で

柿かたえず言わせる。

○取 った柿 を数 えさせた り

一列に並べさせたりして順

位 を言わせる。

○少なかった友の気持 ちを

考 えさせ同 じように分けさ

せる。

○今後遊びの中でダームを

適用 させる。

○同一のものを一まとめに

して片づけさせる。

SL

すごろく
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貼付板

:

琳 取 りした時
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なりに言 えた
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大単元 秋 の くだ もの   10月 上毎-11月 上旬 30時間

過 程 時間数 i旨 導 内 容

学習計画 を立てる

公園を見学する

経験 を話す

計画 を立てる

公園に行く

公園に行 くまでの略図

を書 く

１

　

７

①

①

③

②

写真を見る。 どんな物があり、 どんな遊びをしたか話す。

スライ ドや地図を見る。時間や距離。

道の歩き方。遊具で遊ぶ。落葉、本の実を拾い数える。

目じるしになるもの、定本の使い方、線のひき方

3.店を見学し買い物ごっこを

する

店について話す

計画を立てる

店屋に行 く

買い物ごっこをする

８

　

①

②

②

③

買い0/Jに 行った経験 を話す。色々な物が売 っていた。

どこの店に行くか。 何を持 って行くのか話 し合 う。

交通ルールを守る。色々な果物を見る。果物を買う。お金の計算

店の人 との応対の しかた (ごめんください ○○をくださ

い、ありがとう さようなら )物 とお金の対応ハ

4.柿の木 を作る

柿について話す

計画 を立てる

柿の本 を作る

８

①

②

⑤

食べたことを話す。 スライドを見る。実物を見に行く。

どんなものがいるか。 (本  はさみ 画用紙など)

準備する。葉の形や色はどうか。

作業 (葉や実を作 りつるす )

5.柿 とりをする

柿 とりをする

柿 とリグームをする

まとめ

３

①

①

①

柿の切 りつ くりを見る。たねの形や数。

50ま での数 を数 えた り書いたりする。同 じ数に分ける。

手 を洗 う。皮のむき方、食べ方 。

6。 まとめ ・学習 して楽 しかったことを、話 し絵に書く。
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○ 公園や店の見学を通 して、あいさつのしかた、ことばづかい、交通規則

などの社会的行動を身につけるとともに、 日常の事柄に関心を持ち細かく

単 元 目 標 1 見つめる態度を養 う。

○ 買い物ごっこをして、金銭の計算や場にふさわしいことばづかいなどを

学習 し、生活に必要な技能や態度を高める。
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領 域 ね りヽ レ

生 活

交通ルールを守って歩 くo(信号機 横断歩道 歩道 地下道

地図の見方を知る。 略図を書き色をぬる。

公共物を正 しく使い きまりを守 って遊ぶ。

木の葉の色や形 木の実の色や形を観察する。

果物の皮をナイアでむく。 手を洗 ってから食べる。

五

おわ りまで はっきり話す。(・ …。しました。 です。 ます。 )

応対するよ ごめんください  ○○ をください  いくらですか  ありがとう

さようなら )

公園や店 柿について知 っていることを話す。 果物の名まえを書 く。

先生の顔 友だちの顔 を見て話 を聞 く。

数 旦里

金銭の計算をする。 お金 と物 との対応。 なかま分けをする。

50ま での数 を数 えた り書いた りする。

整数で分けられない物 を分ける。

情 操

物の形になるようにはさみで切ったり 手でちぎったりする

果物に似た色 秋の葉 っぱに似た色を出す。

絵の具の混ぜ方を知り、適 した太さの筆を使 う。

すみまできちんとぬる。 葉や実を作る。



第 6学年 1組  理科学習指導案

指 導 者  堀  江  広  実

1。 単  元  物が燃えるときの変イヒ

2.趣  旨

○ 本単元では物が燃える時には、まわりの空気が変化するとともに燃えるものの質が変化するこ

とや、その時多くの熱や光が出ることを理解させることがねらいである。

○ 児童は、物が燃える現象については日常生活や 5年の学習でかなり多 く経験 している。また事

前調査によると、物が燃 えると空気中の酸素が使われ二酸化炭素ができることはほとんどの児童

が理解している。(38/42人中)しかし、燃える物の状態の変化についての認識はあいまいで、     .
はとんどの児童がろうそくのしんや液体が燃えていると考えている。 (35//42人 中 )

○ 指導にあたっては、ろうそく。アルコールの炎を分析的に観察させ部分によって、色・ 明るさ

0温度の違 うこと、炎のできるわけ・ろうそくの炎のほうがアルコールの炎よりも明るいわけを

追究する過程で、燃える物の行方や変化を追い、物質の燃焼にともなう物質変化 と発熱反応 奎と

らえさせるようにしたい。また、物質変化をともなわない電気・摩擦による発熱も扱いその違い

などもとらえさせるようにする。

3。 目  標

① ろうやアルコールが燃えるときには、それらが気体になって燃えることに気づかせる。

② ろうやアルコールの炎の発熱 。発光やすすの出方の違いに気づかせる。

③ 木を蒸し燃きすると炭素が残り、これを燃やしても炎は出ないことをとらえさせる。

④ 発熱線などの発熱と燃焼による発熱との違いに気づかせる。

4。 指導計画  (10時 間 )

第 1次  学習計画をたてる…………………00… ……1時 間

第 2次   ろうそくやアルコールの燃え方…………… 2時間

第 3次  炎の明るさと温度……………………………2時間                     ‐

第 1時   ろうの炎の明るさと温度………… 0… … 0(本時分 )

第 2時  アルコールとろうの炎の明るさと温度

第 4次  木の燃え方………………………・……。2時 FB5

第 5次  発熱する時の変化…………………・……・2時 間:

第 6次   まとめと評価………………………… 0…・1時間

5。 本時 の 目標

○ ろうそくの炎は、部分によって温度が違うことを金網などを熱することによって見つけさせ炎

は部分によって燃焼のしかたに違いのあることをとらえさせる。

○ 炎や現象を分折的に観察する態度を養う。



6。 展  開

主な発問 学 習 活 動 指 導 上 の留 意 点 資料等 評 価

○きよう学習

することは

1.炎を観察する。

O炎には明るい部分 と暗

い部分がある。

2.学 習の しお りをもとに

学習課題を確認する。

炎には明るい部分 と暗

い部分があることを観察

させておく。

ロー ソ

ク とマ

ツチ

ロー ソ

ク立 て

す い が

ら入 れ

TP

T P10

『

ゴ

「

１

リ
　

ニ
線
網

わ
し
ビ

ル
金

○炎の観察を

通 し本時の

学習課題が

つかめたか。

○課題に対 し

て自分なり

の予想がた

てられたか。

○的確に観察

しデーター

が集め られ

たか。

○実験結果 と

既習事項

(酸素 と二

酸化炭素 )

とを結びつ

けた考察が

できたか。

ろうそ くの炎の色は部分によって違 がヽあるのはなぜだろう

○部分によっ

て色がちが

うわけを考

えよう。

激 漣 う。
(≦」:ド )

明るいところが高温だ。

外側は空気にふれるの

で温度が高い。

実験方法 を話 し合 う。

わ りば しをこがす。

ビニール線のとけ方で。

金網の赤熱のし方で…。

実験する→ 記録する。

結果 を話 し合 う。

一番外の透明なところ

が一番高温である。○なぜ外側が

高温なのか。

○まとめよう。

○次時の学習

課題につい

て

(個 人 )

↓

(グループ)

↓

(全体 )

アルコール ランプの炎についても調

5年の学習、酸素が使

われていることに眼 をつ

けて考 えさせる。

条件統一 しなければな

らない事は何か充分に確

認 させ能率 よく実験 させ

る。

変化のようすを何回か

くり返 し確かめさせる。

実験結果 をもとに して

個人の考 えをノー トに記

入させ、話 し合わせる。

べてみよう。
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第 6学 年 2組  社会科学習指導案

ξ旨導 者 水ヽ 井

1.小 単 元 大正の世の中

2.趣  旨

○ 前単元「近代の日本」で我が国は、交通 。産業の発達 0不平等条約改正などにより、 日本の国

際的地位が向上してきたことを学習 した。つぎに、第 1次大戦をへて、国際的な視野の中に我が

国は、様々な試練を経験する中で民衆の政治0希 求を握ませたレゝ これが、大正デモクラシーである。

○ そこで、本単元では、第 1次大戦の日本への影響、即ち、工業化と経済不況、労働運動の台頭

を中核に、国内政治における政党内閣の成立、普通選挙制度の確立をとりあげたい。そしてゅれ

動 く世界情勢の中で、民衆は、自分たちのくらしを守るために、団結 していったことを、学習さ

せる。これ以後は、不景気、天災、政党の堕落から、政治経済が不安定 となり、軍部が介入 して

いく経過をたどる事へと、′学習は発展 していく。

○ 本小単元を展開するにあたっては、AVを多角的に取 り入れ、バズ学習を基本に、ひとりひとり

に、確かな学習を保障する方向で、仕組んでいきたい。

○ 第 1次 世界大戦によって、我が国は、国際的地位 を高め、国内産業や経済の上で、大きな変化

のあったことをとらえ、政党内閣が生まれた り、普通選挙運動が盛んになるなど、民主主義の考

えが、高まった社会的背景について考 える。

4.小単元の構造

大
Ｑ

ク ラ シ ー )

蜀贔勢
発達

不 平等条約
の改正

{李事覚是麗警雪ぢ累「
世の中は、どのように

)

関東大震災 と不景気の進行、労働運動
普通選挙制度 とその社会的背景
治安維持法 と西欧文化の大衆イヒ

5。 本時の目標 D次第 1時 )

○ 第 1次世界大戦後、国内では民主主義運動がさかんになり、自分たちのくらしを守るため、普

通選挙法が成立 した。
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正の ころは、世界への進出が 目ざ
ましい一方戦後の不況 より、普通選
運動が高ま り、政党政治が発達 し

文化の大衆化が見 られた

第 1次 世界大戦
国際連盟

普通選挙運動



6。 展  開

主な発問 学 習 活 動 指導 上の留意 点 資料等 評 価

1.選挙権は、

どのように

ひろがって

きたか。

2.普選 とは、

どんなもの

だろ う。

3。 どうして、

こんな大 き

な運動が行

なわれたの

だろう。

4.民主主義の

政治を願 う

人々の生活

のようすを

考えよう。

5.普選運動は

これから、

どう進んで

いくだろう。

6。 次の時間の

学習 を考 え

よう。

○ひろがる選挙権の表 を見

て考 える。 (全 体 )

0昭和 3年 0昭和 21年

急にぶえている。

Oど うしてふえたか。

○普通選挙制度について調

べ る。 (全体 )

・ 普選法の成立過程 と意

味。

○なぜ普通選挙運動がおこ

ったか考える。

・ 考 えていく視点につい

て話 し合 う。 昨 プ)

0国民のくらしか ら

・政治の しくみ、仕方

から

0進んだ考えを持った人

○資料や例文 を見て、普選

運動 がおこなわれたわけ

を調べる。 (グループ)

・「物価と賃金」「米の

ねだん」のグラフ

0元老政治、制限選挙

・民主的考え方による学

者、学生の指導

○治安維持法、西洋文化の

大衆化など次時の学習の

めあてをつかむ。(全体 )

○政党政治は人々の生活 を

よくする目的で作 られた

こと。

1925年 、25才以上の男

子全員である。

○普選運動の背景 を調べる

ことを本時の学習問題 と

してつかませる。

〇児童の社会科資料集P51

④、⑤のグラフや既習の

民本主義の発展や政党政

治の学習 をあ しがか りに

考えさせる。

○視点に したがってノー ト

に意 見をまとめさせる。

○第 1次 大戦をへて人々の

考え方や、くらしの上での

苦しさを克服したいという

人々の願いがあったことを

具体的にわからせたい。

○関東大震災と不景気の進行

○労働者のくらしや他の条

件から運動の様子を映写

し、おこったわけについ

てまとめ、今後の経過を考

えさせる。

○戦争への道の布石 として

の治安維持法や ラジオな

ど西欧化のようすにふれ

る。

「 ひろ

がる選

挙権」
のク'ラフ

社 TP

社 TP

P

AN

社 TP
6~6

教科書
P153

2

P158
資料集
P51

2

52

社TP

6-6

SL

普選要

求の S

L(ヽ″

メーデ

ーの写

真

AN

社TP
6-6
SL

○政党政治の

学習が想起

されたか。

○本時の学習

問題がつか

めたか。

○考 えていく

予想の視点

が立てられ

たか。

○普選運動の

背景がつか

めたか。
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第 2 校 時



第 1学 年 2組  国語科学習指導案

指 導 者  富 田て る子
1.題   材   たぬきの糸車

2.趣   旨

0 この題材は、伊豆地方の風土の中で生まれ語 り継がれた民話であ り、どこかのんびりとした

中に も明るいやさしさが感じられる。筋の展開は 1年生な りにつかみやす く、場面の移 り変わ

りを読みとりなが ら、好きなところや内容のお もしろさをとらえ、場面の様子を豊かに想像す

るのに適 した教材である。

O この頃の児童は、童話その他昔話を読んだり聞いたりするのが好きである。しかし情報イヒ社

会に於けるテレビその他の影響をうけて、部分的な表現のおもしろさにひかれやす く、じっく

りと考え文章に即して豊かに正確に読みとるということができにくい。

0 児童の実態か ら考え、好きな所や、おもしろい所をたくさん見つけ出させ、これ迄の読書経

験を通 して、読書のお もしろさを味わわせてや りたい。またさし絵や動作化により、たぬきや

おかみさんの気持 ちをくみとらせ、個人思考や話 し合いの学習をとり入れることにより、更に

読みを深める指導をする。

3。 目  標

。 たぬきをめぐって、その行動か らおかみさんのたぬきに対する心情を読みとり、たぬきとお

かみさんの心のつなが りをとらえさせる。

10 美 しい絵画的場面 を想像 した り話 したりさせ る。

4.計   画   (10時 間 )

第 1次 全文を通読 し、感想 を書いて話 し合 う。……………………………………… 2時間

第 2次 場面 ごとのようすを読み とる。………………………………………………… 6時間

。きこりは、なぜわなをしかけたのだろ う。………… 0,・ ………………(1)

・ どうしておかみ さんは、ふき出 しそうになったのだろう。…・・・……(1)

・ おかみ さんの気持 ちの変イヒは どんなことばでわか るだろう。………(1)

・冬の間たぬきは どうしていたのだろう。…………・・・…………………(1)

。おかみさんは、 どうして「あっ」 とおどろいたのだろう。…………(1)… (本 時分 )

・たぬきはなにがうれしいのだろう。……………………………………(1)

第 3次 学習のまとめをし、他の民話を読む。…………………・°0… ………………… 2時間

5.本 時 の 目標

0 おかみさんのおどろいている様子や、そのわけを考え、たぬきが糸をつむぐ場面を想像する

ことを通 して読み深めさせる。

。 進んで話を聞いたり読んだりさせる。

0 おかみさんの気持 ちや、たぬきの気持ちを想像し、 さし絵や動作イヒを通 してできごとをくわ

しく読みとらせる。



6.展   開

主な発闇 学 習 活 動 指導上の留意点 資料等 評 価

O前時はどん

な話でしたか

1.冬の間のたぬきのようす

を想起す る。

Oだれ もいない部屋 で糸車

をまわ し、や っと糸がつむ

げた様子を想起 させ る。

O課題 を貼布 し、学習課題

を確実 に把握 させるために

ノートに書かせ る。

Oは っきり、ていねいに書

かせる。

。だいじなことばをお さえ

させ る。

・糸のたばが山のように

。まきかけた糸まで

・糸車のまわる音

・ じょうずな手つ き

0確認 させ るために、だい

じなことばに線を入れさせ

る。

Oしかけたわなにかかった

たぬきをにが してやった、

おかみさんの心情を考えさ

せる。

0お かみさんの、たぬきに

対する気持 ちの変化を考 え

ることにより、たぬきの行

動 をおさえさせる。

。おかみ さんに対するたぬ

きの気持ちをくみとらせな

が ら聞かせる。

。たぬきの心情 を予想 させ

る。

冬の間の

さし絵。

課題表示

TP

動作化

たぬきの

面

糸車

0課題に対する

関心を示 した

か 。

0気持 ちがわか

るような読み

ができるか。

o人物にな りき

って動作化が

できるか。

0た ぬきに対す

る気持 ちの変

イヒが読み とれ

るか。

山おくのこやにかえってきたおかみさん

は、 とをあけたとき、どうして「 あっ」

とおどろいたのでしょう。

0おかみさん

は、山へか え

ってきて、な

ぜお どろいた

のでしょう。

0なぜたぬき

は糸をつむい

だ りしたので

しょう。

2.学習課題を読み、

に書 く。

3。 おかみ さんがおどろいて

いるようすを想像 し、その

わけを文中か らさがす。

・音読す る。

0グ ループで話 し合 う。

・ 自由に話 し合 う。

0木に線 を入れる。

4。 わなにかかった場面を想

像する。

・音読す る。

・ ノー トに書 く。

・話 し合 う。

5。 本時学習部分 の朗読を聞

く。

6。 次時の学習を知 る。
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』
日趣2.

第 1学 年 3組 社会科学習指導案

指導者 常 陰 友 子

1。 小 単 元 わたしの うちのいちにち

o 本校は、市の中心に位置 し、商店街や歓楽街を校区に持つところか ら、児童の家庭の職業を

みて も、商店経営、飲食店、その他サービス業関係に従事する家が多い。

2学期 も後半になり、児童たちの交友関係や遊びの生活圏はずい分広 くなってきて、今まで

改めて見ようとはしなかった自分の家庭に対する関心の高まりと共に、友だちの家庭に対する

関心 も持 ち始めてきている。

o そこで、本単元では、自分の家で営業する仕事の範例 として、日頃よく目にしたり、行った

経験 も多い食堂をとりあげ、時間によって客の数や仕事のいそがしさ、仕事の内容に違いがあ

ることに気づかせようとするもので、前単元と同じく父や母の仕事を1日 の時間の流れの中で

とらえさせるものである。

○ ここでは、朝から夜までの食堂のようすを時間をおって、具体的に観察させ、みんなの観察

を基に話し合いをすすめ、視聴覚機器を効果的に活用する中で、ふだんは利用する側に立って

見ている食堂の仕事の時間によるいそがしさの違いに気づくように指導 したい。

○ 食堂 を営む家の父や母の仕事 を 1轟 の時間薇流れ と対比 しなが らとみえЪそ錮率で鰺 く人や

仕事の分担のしかたや時間によって仕事の臨容やいそが しきに進甕への又ることに気づかせ る。

o 食堂の仕事や働いているようすを観察 し、それに基づいて轟 し合わせ る。

4。 小単元の構造

3。 標

①④
①①

食堂のいそが しい時間

うすは

)

食堂の家命仕事

しさ

よ
　

ｏ

化

　

　

が

の

う

変

容

そ

日

ろ

の

内

い

１

だ

数

の

の

の

な

の

事

事

堂

ん

客

仕

仕

食

ど

イ
レ
ー
ド
‐
ｔ

話世

　

ｃ

∽
　
ンつ

雛

解

「
‐

可

つ
　
の
　
　
　
」遅

い
　
る
　
い
　
の

は
　
す
　
」遅
　
量

ん
　
を
　
の
　
の

さ

事

事

事

母

仕

仕

仕

お
　
の
　
６
‐
‐
く

5。 本 時の 目標 (A次第

o 食堂では、時間によっ

に気づかせる。

父や母の仕事は、職業 に

よって、時間によってい

そがしさに違いがある。

1時 )

てお客の数が変化 し、仕事の内容やいそが しさなどにも違いがあること
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6。 展   開

主 な発問 学 習 活 動 指導上の留意点 資料等 評 価

1.観察 して思

ったことを

話 し合お う

l

2.食堂は、い

つ も大勢の

お客が居 る

のだろうか。

3.ど んな人が

食べに来る

のだろ う。

4。 お客の居な

い時、店の

人は どうし

ているのだ

ろう。

5。 ほかの店は

どうだろう。

6.食堂 を開い

ている友だ

ちの家の よ

うすを聞い

てみよう。

7.次時の学習

を考 えよう。

○食堂のようすを観察 して

気がついた り感 じたこと

を話 し合 う。

○お客が大勢来 るのはいつ

か話 し合 う。

○食堂 に来 るお客について

考 える。

ない時の店の仕

て話 し合 う。

の食事

たづけや準備

居
　
い
　
人

　

　

か

の
　
つ
　
の
　
憩
　
と

客

に

店

体

あ

幹

事

ル
∫
」
‐
ヽ
Ｖ

○はるこさんの家の

比べてみる。

○友だちの家のようすを聞

く。

。店がおわってからの仕事

。お父 さんの苦労

○次時の学習のめあてをつ

かむ。

○初めて見て知 った こと、

驚いたこと等を出 させる。

○自分の家の食事の時のよ

うす と比較 させ る。

○予想 を立てさせる。

○朝、昼、夕方、夜 と分け

昼や夕方に多い ことに気

づかせる。

O日 によって も違 う。

○お客の数を絵 グラフに表

す。

○自分の経験やお客の服装

などか ら考 えさせる。

○お客に料理 を出すために

はいろいろな準備の仕事

が必要なことをつかませ

る。

○教科書 を参考にして調べ

させる。

○観察するだけではゎか ら

ない仕事や苦労の一端を

知 らせる。

○主 としてお母 さんの仕事

に目を向け させる。

sL

グ ラ フ

TP

l-4

|

|

|

作文

録音

○客の数の変

化や仕事の

いそが しい

時がわかっ

たか。

○食堂の 1日

のようすが

つかめたか
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第 2学年 3組 特設バズ学習指導案

指 導 者  山本 百 合 子

1。 内   容   生活バズと復習バズ (国 語 )

2.趣   旨

0 学級での係活動や清掃活動等、役割分担が多 くなるにつれ、学校生活や家庭学習に も慣れ始

め、ややもすると生活習慣や集団のきまりが乱れやすい。

そこで、日々おはようバズで、朝の生活点検をし、一日のめあてを決めて学校生活をスター

トさせ、さようならバズの生活点検の中で、学校での一 日のくらしをグループで反省 し、点検

することによらて、明日への足がか りとして生活習慣 や集団 の きまりを身につけ、学校生活

をより正しくしようとする態度を養いたい。

。 学習面では、文を書 くことにもだいぶ慣れてきて、あった事をll■ 序よく整理 して書いたりす

ることができるようになってきている。しかし、だれがどうした式の単純な文 しか作れなかっ

たり、単に事実の羅plJだ けであったり、又、具体的事実とその時の気持ちとの間にずれがあっ

たりして、読み手にその時のようすを十分に伝えることのできない児童 も多い。

そこで、 こくごの「 ようすがよくわかるようにくわしく書きましょう」の単元の復習 0発展

として、全員が共通に経験 した出き事を題材に簡単な文を与え、その時のようすを、した事・

見た事・聞いた事を思い出したり、会話文を使 ったりして、よくわかるようにできるだけくわ

しく書 くことを指導 したい。又、グループで意見交換することによって、学習への意欲を高め、

助け合って学習しようとする態度を育てたい。

3。 目  標

0 生活バズ

学校生活での集団の一員 として、一日のめあてや問題の起こりやすい項目について、点検した

り反省をし、よりよい生活態度を養 う。

0 復習バズ

した事、見た事、聞いた事を思い出したり、会話文を使ったりして、 くわしく書 くことができ

るようにする前時の復習、発展 として、簡単な文をようすがよくわかるようにくわしく書 くこ

とができ、予習課題 としての「おそろしい大雨」で、 くわしく書いてあるところを見つけてく

ることへのつなざとさせる。
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4。 展   開

過 程 学 習 活 動 指導上の留意点 資料等 評 価

生活バズ

点検

↓

話し合

い

1。 一 日の生活の反省 をし、点

検 カー ドに記入す る。

0グ ループで話 し合 う。

2.全体 で問題 になることにっ

いては、みんなで話 し合 う

しお りに記入 しなが ら、

自己点検 させる。

0声 の大きさや話型に気を

つけさせる6

Oよ い事があれば、 ほめて

意欲づけさせる。

よい子の

しお り

自分の反省

が言 えたか

話 し合いの

態度はよか

ったか。

学習バズ

復習

↓

文を綴

る

|

推考す

る

予習課

題へ発

展

教科書の「 くらべてみま

よう」の復習をする。

ある場面を見て、簡単 な文

に、 ようすがよくわかるよ

うに書 き足す。

グループで考 えを出し合 う

O発表 して他 の班 と比べる

予習課題 と方法 を知 る

ようすが くわ しく書かれ

ている部分 を確認 させる

O国 語教材の発展 として練

習 させる。

0話 し合いの中で推考 させ

る。

o一つの例 として取 り上げ、

多様な考 えを認めてや る。

教科書の「おそろしい大

雨」で、 くわしく書かれ

ている部分に線を引いて

くることを予告する。

TU

。自分な りに

文を くわし

くできたか

Oグ ループの

話 し合いに

参加 してい

るか。

0予習課題 と

方法がわか

ったか。
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単

言語障害学級 言語調1練 (吃音)指導案

指導者 三本やすこ

一死 かけもの

単元設定 の理 由

0 上記の児童は 9月 に初めて顔を合わせた。Y児は吃音、K児 は吃音と構音障害が見 られるが

両児童 ともそれによる二次的障害は今のところないようである。知能や社会性 も年令相応の発

達を見せている。言語面でも習得している語い数、読み書きの能力、ことば使い等 も同年令の

子と比べて劣っていない。日常会話ではあまりどもらないが緊張 した場面での会話、発言、朗

読等ではどもる数が多い、K児 は第一次性吃音、Y児は第二次性吃音への移行期にある。

。 両児童とも年令が小さいので吃音その ものを取 りだして呼吸法や発声法の指導や訊1練 は避け

たい。ごく自然のうちに「必然的に話すJい ろいろな場を設定して、その中で「 より多 くを話

させる」 ように運び「 どもることへの心配」よりも「話す ことへの自信」を見いださせたい。

本単元は児童になじみもあり抵抗 も少なく上記の趣旨が うまく叶えられる。相互に役を交替して

話 し合い、間答 し合い読み合いする中で発語への自信をつけさせたい。

0 「かいもの」を通 していろいろな言語学習の場を設定し、両児童の自主性、自発語を尊重し

なが ら「 どもってもごまかさないで最後まで話す」「 どもっても言いたいことは遠慮せずに言

うJ態度を身につけ終局は「 自己の吃音を意識せずに話ができる」までに自己解放をし吃音に

屈しない強い精神力を育てる

。 言語学習は家庭での親子関係、言語環境、吃音に対する考えや態度の適正イヒが必要なので親

との話し合いの機会 と場をもって効果を上げるように努力する。

標目3.

Y児 男  2年  § 44。 6.14生 K児 男  1年  S46。 2.10生

育生

0 妊娠、出産及びその周辺に異常はな く

その後 も別に大きな病気 もせず lC_育 つ

。 3才 児検診の時、 ことば数が少 な く心

配なので相談をしたが異常 がなしヽ とのこ

とであった

0 4才 頃母親が吃音に気づき心配な日々

を重ねたが手だて もな く今 日に至 る。

O 家族や近身に吃音の者はいない。

〇 ことばの始めや途中に連発性や難発 18_

。 妊娠、出産及びその周辺に異常はな

くその後 も別に大 きな病気をせず育つ

0 5才 半頃母親が吃音に気づき子 ども

の発語にいろいろと注意 をした。後、

教育研究所へ通 い指導を受けた。

O 構音障害 もあって話 しことばがはっ

きりせず内容がわか りに くい

。 家族や近身に言語障害の者はいない

0 ことばの始 めに軽い連発性の吃音及

話 しこと

ばの現状

の吃音が見 られるが声は大 きく明るい

0 自分が吃音であることをよく知 ってい

て、少 し気にしている。

び「 さ、 ざ、 ら」行者 に構音障害が見

られる。全般 に小声 で不明瞭 である。

O 自分の話 しことばについては気にす

るまでに至 っていない

主 訴 吃音 を矯正、治療、克服すること 吃音を矯正 し言語を明瞭にする こと
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4.計   画   13時 間 (9月 ～ 12月 )

第 1次 かいもの学習の計画を立て準備をする………………………………………… 2時間

第 2次  かいものをする…………………………………………………………………… 5時間

。やおやの歌 やおやの品物……………………………………………… :。 。……… (2)
0や おやへ買い物に行 く…… :・ ………………………………………………………0(1)
Oや おやと郵便局へ買い物に行 く……………………………………・・・………・0,01,(1)

。やおや と文房具店へ買い物に行き帰 る途中で大雨にあう……・・,… …………… (1)本時分

第 3次 本屋で本を買いそれを読んだり内容を説明 したり感想を話したりする…… 5時 間

第 4次  はなし方やことばの明瞭 さについて反省する……………………………・・・… 1時間

5.本 時 の 目標

O相手のことばを復唱し急がずにていねいに話す。

。どもっても小声でごまかしたりせずによく聞こえる音量で最後まで話す。

O相手の顔を見て最後までよく聞いてか ら次の行動をする。

6。 展   開

-44ニ

動活習学 指導上の留意点 資料等 価評

10「やおやの歌」を歌う。

O店 の品物の名前をいう。

2 本時の学習内容や方法及び目標を

知 る

0手拍子をとり母親 とT緒に

O大 きな声で、はっきりと 品物模型

お 金

メ  モ

やおや

文房具店

モ
　
話

メ
　
電

傘

区切 ってはっ

き り言 えたか

大 きな声 で最

後まで話 した

力>

最後までよく

聞いたか

要件がはっき

り相手に伝わ

るように言え

たか

相手の顔 を見て、最後 まではっき

買い物 ごっこをす る。

。母親の注文を聞 く、メモ、復唱

eや おや と文房具店 で買い物 をす

る (店員、客 は児童相互で )

帰 り道 で母親 に電話をする

0も しもし、○○さんですか

0は い、そうです

。ぼくは、○○です

・大雨だけ ど今 どこにいますか

OOOに います。傘を持 ってきて

ください

・す ぐに持 って行 きますか らそ

こで雨宿 りをしていなさい。

0は い、お願いします

反省をする

と話 したり聞いた りする

。既習のやおや での会話が正 し

くできるよ う導 く、文房具店

はやおやの応用なので自主性

や自発語を尊重する。

会話の内容を書いた ものを見

なが ら電話 をさせる。

ゆっくりと、はっきりと、大

きな声 で、

O母親 は子 どもの発語に気をつ

けて、不明瞭な場合は何回で

も聞き直すよう助言す る。

うま く話せたと思 うところを

言わせてほめる。



議
日2.

第 3学年 1組 同和学習指導案

指導者 沢 田 映 子

主

趣

題   S君 の願いをみんなで (わ り算ばんざい )

0 本学級児童は、グループの中で問題 をだし合 った り、話し合 った りしてい く中で、みんなで

考え、みん なで行動してい くことの大切 さを少しずつ理解してきた。しかし、それは、観念的

初歩的な ものであ って、実際の場に当っては、友達が囚 ってい ることに気がついて も積極的に

支える所までいかず、逆に「 だめな子Jと 優越感をもって相手を蔑視したり、「かわいそう」

と単に同情におわ りがらである。グループの中でも「あの子がいなかったら」と敬遠した り、

「 もう知 らんわ」と投げやりになったりする。その中にあって、 S君 も自分の願いや能力を充

分にだし切れずにいる現状である。

0 資料「わ り算ばんざい」は、一人の児童に学級全体がかかわって願いを実現したという、非

常に明るい展望と力強 さが短い文の中に生き生きと表現されてぃて、解放へのすじ道を示唆し

ている。資料とS君 のおかれた立場をか らませなが ら学級集団を点検する中で、 S`君 ばんざ

い ″と言える質の高い学級集団に高まろうとする意欲を持たせるのに適切な資料である。

O 願いをあまりだせず、学業 も伸び悩んでいるS君ではあるが、意欲をもって楽しい生活を送

るためには、本人の立ち上がりが勿論必要だが、それを支える仲間に焦点をあてで解決への道

を探 らせたい。「 自分さえょければJと い う利己的な考えや、「あの子よりまし」という優越

感 がイ中間 をば らばらにしていることに気づかせ、集団の力の大きさと種々のかかわりを考え

させる。そして、一人の問題 もみんなの問題 として受け止め、集団の中で真剣に話し合って、

共に解決してい く喜びを分け合えるグループづくりに導きたい。

3.目   標

O 能力をだし切れないでい る一人の友達に気づかせ、暖か く、厳しい支えの中で共に成長する

ことを喜び合える学級集団づくりへの意欲 と展望を持たせる。

4.計  画  (2時 間 ≫

第 1時   「 わり算ばんざい」 とわたしの願い

第 2時   S君 を励ます学級やグループを求めて (本時分 )

5,本 時 の 目標

友達の伸 び悩んでい る能力を伸ばすために、一人一人がいかにかかわってきたかを、 S君中

心に反省し、一人の問題 もみんなで取 り組ん でい くことの大切 さに気づかせ、実践へ結 びつけ

る。
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6.展   開

学 習 活 動 着 眼 点 指導上の留意点 資料等

1.S君のグループを中心に、各 グ

ループの取 り組みのよ うすを話

し合 う。

2.ど うすれば s君 が「 わ り算ばん

ざい」と言えるようになるか、

資料と比較しなが ら考える。

。自分は S君に何ができたか

(個人 )

。ひさよちゃんの場合 と比べて

自分達に足 うなか ったのは ど

んなことか  (グ ループ )

(よ か ったなみんなでがんばって)

S君はみんなのことをどう思

ってい るか。 S君の作文か ら

願いを追求し、実現 してい く

ためにはどうすることが大切

なのか話し合 う。 (全 体 )

3。 自分達のグループの問題につい

て、自分はどうしなければな ら

ないかを考える。

事実の確認

問題の共有化

意識化

自己点検

|

|

問題解決の喜

びを分 ち合え

る集団の姿

S君の願い

(み んなの願い)

S君の喜び

(み んなの喜び)

仲間意識の高

揚

自分達のグループと比較 させなが

ら、つまづきの実態を把握 させ る。

S君に焦点をあてて、願いを阻 む

原因を追求 させ る。

優越感 をもって S君に接しなか っ

ただろ うか、一方的な押 しつけに

よる方法で解決しようとしていな

か ったか点検 させ、ANに より現

状を知 らせ る。

O動 まし、支え合 う集団の中でこそ

個々の能力の伸長がはかれ ること

を理解 させ、一人一人がひさよと

真貪]に かかわってい ることに気づ

かせ る。

s君のほん とうの悩みや苦しみを

知 り、 S君の願いを大切にしてい

くことが問題解決につながってい

くことに気づかせ る。

。暖か く厳 しい支えによ り友達の伸

び悩んでい る力が伸びた時、伸ば

した者に とっても大 きな喜びとな

ることを理解 させ る。

O一人の問題 もみんなの問題 として

解決す るすじ道を具体的に考えさ

せ、特設バズでの実践イヒにつな ぐ。

生活ノー

トはん 日

記

ともだち

「 わ り算

ばんざい」

絵

AN

S君の

作文

絵
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3年資料「わり算ばんざい」

仲間意識
―

厳 しさと暖か さ ―個を支える集団

う

れ

し

い

ね

、

先

生

。

ひ

さ

よ

ち

ゃ

ん

が

、

わ

り

算

で

き

た

も

ん

。

よ

か

っ

た

な

あ

、

み

ん

な

で

あ

ん

な

に

、

が

ん

ば

っ

て

よ

し

君

に

、

お

こ

ら

れ

も

て

、

し

た

も

ん

な

。

み

ん

な

で

、

勉

強

し

た

も

ん

な

。

―くひさよちやんにわり算を

みんなの願

ｏ
自

分

の
問

題

と

し

て
真
剣

に
…
…
。

ｏ
個
を
支
え
る
学
級
集
団

の
力

の
大
き
さ

ｏ
個

の
立
ち
上
が
り

よ
し
君

の
気
持

ち

（
お
こ
る
）

み
ん

な
が
喜

ん
だ

の
は
な
ぜ

か
。

ひ
さ

よ
が
、

わ
り
算

が

で
き

る

よ
う

に
な

っ

た
の
は
ど

う

し

て
か
。

ｏ
ひ
と
り

の
喜

び

を

み
ん

な

の
喜

び

に
す

る

だ
ヽ
　
↓
よ

ｏ
・
・

・
ｏ
ｏ
。



解放 された学級集団

能力の伸長

互に認め合 う姿勢 ひ さよの立 ち上が り

ひ

さ

よ

ち

ゃ

ん

、

よ

う

が

ん

ば

っ

た

な

。

ひ

さ

よ

ち

ゃ

ん

が

わ

り

算

で

き

た

。

み

ん

な

、

よ

ろ

こ

ん

だ

。

に ま ひ

こ つ さ

つ 赤 よ

と な ら
｀

顔 や

わ で ん

ら ｀
が

た

―
連帯の喜 び

（
焦
点

化

）

わからせたいトーーーーーーーーー……イわり算がわかりたし
,〕
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実

の
背

景
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常

に
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に
立

っ
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え
る
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ｏ
お
互

の
願

い
を
大
切

に
す
る
。

ｏ
単

な
る
同
情

ｏ
優

　
越
　
感

ｏ
蔑

　

視

ひさよの願い

願

い
を
妨

げ

る
も

の
は
何

か
。

ひ
さ

よ

の
願

い

一

み
ん

な

の
願

い

ひ
さ

よ
が
、

わ
り
算

が

わ

か
ら

な

か

っ
た
わ

け
を
考

え

る
。



第 3学年 2組  理科学習指導案

指 導 者  西影  裕 一

1,単   元   じしやく働き iく

2.趣   旨

。 本単元は、磁石のひきつけあったり退けあったりする現象を手がか りに、磁石のはた らきや

性質について理解させるのがねらいである。

。 今までに児童は、磁石は鉄をひきつけるはたらきのあることを学習してきた。しかし、両極

の性質について l・A33%の 児童しか知っていない。同様に、磁石のまわりにはアこらく力につい

ては 10%で 、磁石の鉄を磁化する力については 12%で しかなかった。          ・

0 以上のことか ら指導にあたっては、磁石は南北を向 くこと、異極 どうしはひきあい、同極 ど

うしは退けあうことなどか ら、極のl■_質には違いがあることを理解させる。また、磁石の力は     マ

はなれていてもはたらくことか ら、磁石のまわ りの強 さや方向について理解 させる。磁石は鉄

くぎを何本でもひきつけることか ら、磁石につけた鉄 くざは磁石になっていることを理解 させ

る。 これ らの現象を実験で確かめていくことによって、物質の性質を科学的に考えていけるよ

うに指導したい。

3。 目  標

0磁石は、自由に動けるようにしてやると南北をさしてとまることlF_気づかせる。

0磁石にはN極 とS極 があ り、異極 どうしはひ きあい、同極 どうしは退けあ うことをわか らせ る。

O磁石のまわ りにはた らく磁石の強 さや方「ntに は、両極か らの隔 りによって違いがあることをわ

か らせ る。

O磁石に鉄 をひっつけた りこすった りすると、鉄が磁石になることを気づかせ る。

4.計   画   7時 間

第 1次  学習の計画をたてる 。00… ………00・ …………・…1時間

第 2次 磁石の性質及びはたらき・…………・………ω・…3時間

第 3次  磁石作 り

0ひ っつけたときの磁イヒ・・・苺‐・“…。・・………・… 1時 間 (本 時分)                 t

・ こすったときの磁イし・・…・う。…・……・・・…・“…・31時間

第 4次  まとめ・評価 …………0“・………………・・・…… 1時 間

5。 本 時 の 目標

0針 を磁石にする方法をわか らせる。

0針が磁石にならていることや、その極を調べ る方法に気づかせる。
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6.展  開

主な発間 学 習 活 動 指導上の留意点 資料等 評  価

も

0方法を考え

よう。

。確かめなが

ら実験 しよ

う。

。針磁石の極

を調べ よう

O実験の結果

をまとめよ

う。

前時の復習 をす る。

示範実験 をみて考える

。強力な針磁石 准

石作 りの意欲 を

示 し、磁

高める。 示範磁石

針

磁石

方位磁石

砂鉄

くざ

糸

水 そう

。本時学習課

題が明確に

つかめたか

確かめなが

ら磁石作 り

ができたか

実験が安全

にできてい

るか

これまでの

学習をいか

し極が調べ

られたか

。磁石作 りの

方法がわか

ったか

ヒ強い磁石 を作 るにはどうノた らよいだろ う

強い磁石作 りの方法を

考 える。

長い時間つける

こする ・ たた

隻 篠 )等

―
4.磁石になったか どうか

確めなが ら実験す る。

麟 ご 曇 暉
0砂鉄・ 方位磁石 。くぎ

0-方向にこす るとよい

5。 自分の針磁石の極 を調

べ る。

=南ニゴヒ

6。 実験の結果について話

しあいまとめる。

0-方向にこ 個  人

す ると強い   ↓

磁石ができ グループ

る。       ↓

全 体

前時までの学雇

強い針磁石作
1り

考 えさせ る。

。針使用上の安全

せ る。 (手 元 tζ

。磁石になったか

確かめなが らく

磁石作 りをさせ

。一方向へ こす る

か りに くい とき

卜を与 える。

Oこ す る方向 と極

につ lr aて はかな

ので、あま り強

石の両極の名前

ぐらいにとどめ

をいか し

の方法 を

を確認 さ

針の耳)

どうかを

つかえし

る。

作業がわ

は、 ヒン

のでき方

り高度な

調せず磁

をつける

る。
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第 4学年 1組 特設バズ学習指導案

指導者 小笠原一恵

趣

内 容   生活バズと予習バズ (社会科 )

。 学級減 にょる編成替えのため、 4月 に 45名 で出発 した学級 であるが、 2学期の現在  44

名、 4人のグループが 11と い う構成 にならている。 1学期の 6月 より、グループ単位での生

活点検 を実施 し、よりよい学校生活 をお くるための足がか りとなることをね らっていたが、 1

学期の終わ りごろには、ややマンネリイヒした状態になった。すなわら、お互いの慣れが 友だ

ちを傷つけるようなできごとを平気でみす ごした り、学級にとって重大な問題 をは らんだ事件

もあいまいに してしまう甘 さもみ られるようになった。また、係か らの呼びかけに反応 しな く

なるなど、惰性に流れる生活がめだってきた。

そこで、 9月 か らは 自己点検 を主 として、自己に対するきびしさを身につけていかせたい

と考 え、点検カー ドの形式 もかえた。そして、 それにグルニプの相互評価 も加味できる場 とし

て、グループバズを位置づけた。また、そのあとに全体バズの場 を もうけ、 その日の学級生活

を反省 し、あすへの意欲を持つ時間 とさせたい。

0 社会科の学習時間の終わ りに、予習課題を出すよ うにしているが、 それだけでは、 どのよう

に学習 してくればよいかわか らない児童 もいる。特に「地域の開発」の単元 では、児童 自身 で

資料 をみつけることはむずか しいので、いくらかの資料 は、教師が用意 し、その見方、活用の

方法を考えさせ、各 自で、家庭学習へのレールがひかれるようにさせたい。

3.目   標

0 生活バズ

点検 カー ドによって自己点検 をし、それにグループバズによる相互評価を加味 して、一 日の反

省をし、また、学級の生活について話 しあ う中で、よ りよい明日への足がか りをつかませる。

0 学習バズ

「姫路の新田開発のようすを調べよう」という予習課題について、何をどのように調べればよ

いか考え、それを「学習のしおりJに まとめることによって、課題解決のみとおしを持たせる。

〕
日
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開展4。

過 程 学 習 活 動 指導 上の留意点 資料等 評 価

学習バズ

確 認

|

卦
田 画

の
　
味
　
　
　
　
の
　
析

料

吟

―
―
―
）

法

分

資
　
　
　
　
　
　
方

予習課題を確認する

「姫路の新田開発を調べる」

どんなことを調べた らよいか

話 しあ う

0い つごろ

。どこに

。だれの手によって

。どの位の規模で

。どんな目的で

どんな資料がいるか考 える。

どんな方法 でまとめるか話

あう

・図表化

。年表イヒ

・要点のぬきがき

ハイサーを使 って、全員

が確認 できたかどうかを

たしかめる

個人一― グループーー 全

体 と場 をひろげ、 できる

だけ、たくさんの考えを

集 めさせる。

「 どの問題を解決するた

めに、 どんな資料がいる」

としヽ うよう:こ 、 三具体的 :こ

いわせる。

資料 をどう活用す るか、

各 自に構想が持 てるよう

にさせる。

学習の し

お り

郷土学習

資料

「兵庫」

プ リン ト

。課題 を確認

できたか

。自分の家庭

学習につい

てのみとお

しを持てた

か 。

ズ
　
検

バ
　
　
　
　
ー
ー
ー
ー
ー
↓

活

点

生

反 省

|

発 表

1.個人 でバズノー トをつける

2.グ ループで、 きょうの生活を

反省する

3.こ の頃の学級について、思っ

ていることを発表 する

単にOXを つけるだけに

な らないよう、Xな らX

の理由を記述 させ る。

バズノー トより、学級に

関する記述部分 を発表 さ

せ る

0グ ループ全

員が話 しあ

いに参カロし

ているか。
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2.

第 5学年 2組 理科学習指導案

指導者 森本 俊和

一九

］
日

てこのはた らき

6 4年 の「 てんびん」で、同じ重さの 2つのぉもりを支点か ら同じ距離の位置につるすと、て

んびんはつ り合 うことを学習した。「 てこのはたらきJでは、つ り合 うことよりおもりの重 さ

や、力のはたらく位置を定量的にみることから、支点を中心に傾ける力の関係や、てこは小さ

い力を使って大きい働きをするといった法員」やきまりを見いだし、自然界にはふしぎな法則性

のあることに気づかせ、 6年生の「かっ車と輪 じく」では、てこの原理が応用 されていること

の学習に発展する教材である。

O 児童の身のまわりには、「 てこの原理」を応用した道具や機械が多 くあるが、これ らが、て

この原理を応用したものであるということをほとんど知っていない。(0て こということばを知

っている。 14名  Oて この原理を使 った道具を知っている。 6名  0て こはどんな時に使 う

か知っている。 10名・)

そこで、実験用でこを用いて左右の力のつり合いを調べる実験を通して、実用てこのはたら

きを理解させるための基木 としての力の見方や考え方を養いたい。

3。 目  標

0 てこには、支点、力点、作用点のあることを知 らせる。

。 同じおもりでも、場所によっててこを傾ける働きがちが うことに気づかせ、支点の左右の力

のつ り合いにはきまりがあることを理解させる。

0 てこを使 うと小 さい力で重いものを動かすことができることに気づかせる。

0 支点に も力がはたらいていることをわからせる。

単

趣

4.計   画   8時 間

第 1次   学習計画をたてる…ee.… …

第 2次   重いものを動かす・0… …・・e¨

第 3次   支点が中にあるてこ…… :。・

第 4次   支点が外 にあるて こ………

第 5次   まとめ…・…・・…・・・…・。・… …

1時間

1時間

力や重 さ

左右のつ り合い

支点にかかる力 (本 時分 )

本 時の 目標

支点には棒の重さと左右のおもりの重さを加えた重さがかかっていることを理解させる。

おもりの数や位置をかえ、自分の考えを確かめようとする態度を養いたい。

グルァプで協力して実験をする態度を養いたい。
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6.展   開

主 な発問 学 習 活 動 指導上の留意点 資料等 評 価

0なぜおれ

たのか

O支点にか

かる重 さ

はどちら

が重いか

ばねばか

りの重 さ

は何の重

さか

どん な時

で も支点

に力>か る

力 は同 じ

力>

1.予 習課題 について話 し合

つ

2.学 習 目標 を確認す る

支点に力がかか っている

ことに気づかせる。

いるだろう

O予想の理由をはっ

せ る。

。話 し合 った後、予想変更

をさせる。

0重 さを手 ごたえで調べ さ

せ、次にばねばか りでは

か らせる。

1つの実験で結論を決め

ずゆさぶりをかける。

O力 の方向 もお さえる

0本時目標が達成できたか

問題をさせる。

V T

A Nl

A N2

実験 用 て

こ

ばねばか

り

お もり

T P

A N3

TP

。本時のめあて

がわかったか

。予想がたて ら

れたか

。協力 しなが ら

実験 できたか

。支点 にかヵ)る

力が よ くわか

ったか 。

芝点には、 どんな力がかか って

(D

『
ё△〇・

3.予想 をたてる

0話 し合 う (グループ )

4.実験 する

。方法 を考える

・手   ・ばねばか り

0た しかめる

O結果……A=B

◎演J定 した重 さについて考

える

5.条件をカえて調べ てみ る

評価 と次時予告

応用問題、整理
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第 5学年 3組  同和学習指導案

指 導 者  平 井   均

1。 主   題   り|1北 さんにま l―Jな いぞ。ノ (∫ |1北 さんの歩んできた道 )

2.趣   旨

。 児童は、物事を正しく見つめる力や、みんなで力を合わせてよくなってけこうとする態度を

身につける学習をし、自分 と自分たちの生活を見直してきた。しかし、差別に根 ざす誤った考

えや行いを深 く追 し、解決 していこうとする意識は、まだまだ乏しい。「 うわべだけで半J断 し

てはいけない。Jと か「みんなが力を合わせるとできる。Jと か「友だちを大切にしなければ

いけない」など。ことばのうえで、深く薦面イとされ、行動に結びつ くには至っていない。だか

ら、世の中に実在する誤った考え方や人間軽視の事実について、深 く考えが及んでいるとはい

えない。親の仕事について、「いやだ」 とか「 はずかしいJと 思っていることが、生活作文に     、

うかがえるが、正しい軸業観は養われていない。

。 資料「り|1北 さんの歩んできた道Jは、実態からみて、苦労の過程を追 う指導になると、同情

的に美談として受けとめてしまう危険性をもっている。しかし、差別にめけず、力強 く立ち上

がっていくjll北 さんφ生き方を通して、仲間の支えの大切 さを理解 し、誤った職業観を追求 し

ていく中で、どんな職業でもそこで働 く者にとって、生活 してい くうえでどれだけ大切なもの

であり、社会的価値に変わ りとい う正 しい職業観を育てることが出来る。また、弱者へのはげ

ましと展望を与え、人間 としての生き方を考えさせることが出来るものである。

O 差別をはねのけ、支え合 うことの大切 さや正しい職業観を育て、人間としての生 き方を考え

させていくのであるが、差別がなくならない原因を追求するとき、ひとりひとつ命向にある差

別意識に気付かせ、この意識が、自分と自分をとりまく仲間の成長をはばむ ものであることを

認識させたい。行きつ戻 りつの指導をおし進め、仲間で支え合い、り|1北 さんに負けないで、差

別をはねのける強い意志と行動力を身につけさせたい。

3。 目  標

0 差別にくじけず、はねのけ、力強 く自立してい くりll北 さん命生 き方か ら、仲間の支えを理解

し、社会に実在する誤った職業観を知 り、その職業φ社会での役害」を話し合 う中で、正しひ職

業観を育てる。

4。 計   画 (5時 間 )

第 1次  どん底か ら立ち上がる (2時 間 )

第 1時 生きるためにはぼろ買いしかない (ど ん底 )

第 2時  ばかにするやつ l‐Cは ぜったい負けんぞ (ど うだと言 うんだ )(本 時分 )

第 2次  ひとりだちへ (3時 間 )

5。 本 時 の 目標

O 生きるために真剣 lC_や っているぼろ買いや仕事に対するべつ視の言動を話し合う中で、人間

の権利をうばう差別に気付かせ、怒 りをもって差別をはねのける意欲を育てる。
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6.展   開

学 習 活 動 者 眼 点 指導 上の留意点 資料等

川北 さんの生活 を話 し合 う

(グ ループ→全体 )

自分に出来ることは

なぜ学校 どころで

ないのか。

なぜ リヤカーが ほ

しいのか。

川北 さんをとりま くまわ りの

人たちについて話 し合 う。

(全体 )

0お かあさんの受け とめ

0町の人たちの差別

0大山さんの差別

。つれの人       ‐

こんな中で、川北 さんが どん

な思いで生 きてい くか考 える

(個人→全 体 )

「 ばかにするやつにはぜ った

いに負けんぞ。 」

もし自分だったら

今 日の学習のまとめをする

ノー トに今の思い、考 えを

書 く。

ざりざりの生

活 (生活権 )

貧困がおかす

学習権

職業差別

同一視 を恐れ

る差別観念

差別への立ち

向かい

学習の内面イヒ

川北 さんの どん底の生活を想起 さ

せ、自分 であればどうしたか、 自

分 とか らませて話 し合わせる。

生活作文か ら子 どもの ことばを借

りて、 自己へ 目を向ける。

なぜ学校 を休んでもおかあ さんは

何 も言わないのかを考 え、母の気

持 ちを想像 させる。

0川北 さんを とりま く人 たちについ

て、 ことばや態度か ら、差Eljの現

実をうきぼ いこさせる

。「 あのメil北 が 8000。・、

荷車ではのう。」

・ぼろ買いの川北でさ

・つんと横を向く

わ しらが

。川北さんのことばのうらにある「

人を見下げるなノやさしくしてほ

しいのではないぞ。/Jと いう強い

訴えのあることを気付かせたい。

。自分の生活経験で、 どう思うか考

えさせる。

O心 に強 く残 ったことを、学習の整

理と点検のためにまとめさせる

資料

生活作文

TP

生活作文

(教師の

書 きそ

え )

PT

ノ

これ しか ない ぼろ買い
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をつ くろう

える (科学的認識 )……正 しい職業観

に解決する (連帯意識 )

職業差別 に対 して怒 り

をぶっける

'|1北

さん

ざりざりの生活環境

に生 きるり|1北 さん 川北 さんの姿

家一北川

り

い

た

く

伝

き

づ

手

て

土
　
へ

し

べ

家

い

か

農

か
　
一
　
一

そ
　
一
　
一

後

父

母

戦敗ｆ

ｉ

く

Ｉ

Ｌ

日のそも

い

て
　
な

け

れ

受

く

を

お

護

が

保

日

活

の

生

そ

lξ晨唇:ζl[:F隷
｀

}

た
　
に
　
ゴ

＞つ
　
の
　
ンフ

買

る

の

を

と

は

一　
い
　
で

力

ひ

車

ャ

が

荷

り

北

が

が

川

ら

北

の

し

川

あ

わ

大山さん…つん と横 を向いたま

ま見ないふ りをして

通 りす ぎる

つれの人…「 えらいなあ、寒い

のにかぜをひかん

ようになあ」

（
焦

点

化

）

ｏ
ど
ん
な
職
業

で
も
、
そ
こ

で
働
く
人
に
と

っ
て
は
生

活
上
き
わ
め
て
大
切
な
も

の
で
あ
り
、
社
会
的
価
値

に
変
わ
り
が
な
い
。

ｏ
労
働

の
な
か
で
の
つ
ら
さ

苦
し
さ
、
腹
だ
ち
は
、
労

働
そ
れ
自
体
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
社
会
的
偏
見
や

待
遇
な
ど
の
差
別
に
よ

っ

て
で
あ
る
。
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第 6学年 3組 特設バズ学習指導案

指導者 田中  誠

1。 内   容   生活バズと学習バズ (算数 )

2.趣   旨

0 6年 生 ともなると、 1日 のくらしの幅はずいぶん広 くなっている。委員会、クラブ、児童作

業、運動会等の各種の行事、またクラスにあっては係活動、グループ活動などもある。それ ら

の 1つ 1つ は本当は新鮮味があって、意欲的に行動できるものであるはずである。しかし、実     ,

際は、回を重ねるごとに惰性に流れて何 も考えないで動いていることが多い。身なりや生活習

ll■ についても同様のことが言 える。そこで、 1日 ¢終わりにその日の出来事を反省し、友達 と

話し合 う中で、明日のくらしがい くらかでもめあてを持 って過 ごせるように生活の点検項目を    ‐

設けて反省 している。

0 クラスの子は男女 とも伸良 くしているように見えるが、本当に友達同士で力を合わせて何か

をしたことは少ない。復習的な教材である算数のχを使 った式では、事前テストの結果、数人

の児童はまだχの解法を完全には理解できていない。そこで、グループの中で全員が楽 しみな

が ら、協力して方程式を解 く「数あてゲームJを行なうことによって、すべての児童ができる

だけ同じ出発:点 に立ってか ら次の教材 (χ を使って文章題を解 く問題 )へ入っていきたい。

3.目   標

。 生活バズ

学校生活での集団の 1員 として、個人の行動を自己点検 し、クラスの問題を話し合 うことによ

って明日への意欲を高める。

O 復習バズ

3χ +15=45の 型の問題を自分が出題したり解いたりしながら、解けるようにする。また

グループ内で、わか らない所は質問をしたり、説明し合ったりしなが ら、協力して学習する態

度を養 う。
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4.展   開

過 程 学 習 活 動 指導上の留意点 資料等 評 価

生活バズ

点検

↓

話 し合

い

1。 あいさつ

2.バ ズノー トに記入す る。

3.全 体の場 で話 し合 うことを

出 し合 う。

0簡単に各項 目を自己点検

させる。

01部の子に発言がかたよ

らないように注意する。

03χ =18の

解 き方がわ

か ってい る

か 。

学習バズ

課題の

確認

練習す

る

反省

吟味

前日の特設バズの内容 を復

習する (3χ =18な ど )

どんな遊 び方かを確認する

01人が出題

O答 えの出 し合い 質問

説明

0次 の出題者の指名

ゲームをする

カー ドを入れて、みんな

が解 く。出題者 も解 く。

o全員できた ら、カー ドを

出して答えを確認 し、説

明 し合 うι

今 日のゲニムの反省をする

O楽 しくできたか。

Oよ くわかったか。

O困 った ことはなかったか

司会が指名 して言わせる

ようにす る。

3χ +15〒 45の型の

方程式 をゲーム化 し、楽

しみなが ら解けるように

配慮す る。

○机間巡視 しなが ら、 自分

なりに方程式 を解 いてい

るか確認する。

O理解 できていない子 を特

に気をつけて指導する。

次時には方程式を使って

問題 を解 くことを予告す

る。

小箱

カー ド

0グ ループで

協力 して楽

しくゲ Tム

できたか。

03χ +15=

45の問題

が解けたか

8=
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2.

第 506学年難聴学級 算数科学習指導案

指導者 大畑 稔

単

趣

元    考えましょう一きまりの発見

6 本学級は、 5年 6名 、 6年 5名 の 50d B-90d Bの 難聴児により構成 されている。その聴力

損失の程度にも巾はあるが、種類 も伝音性難聴 2名、感音性難聴 9名、障害部位は低音部中音

部高音部と様々である。性格は明るく活動的な児童であるが、難聴であるが故に、ことばの発

達に も遅れが目立つ。とくに話しことばには大きな障害が出ているので発表や話 し合いは自由

に行 うことが困難である。そのことが文の読解力の遅れにもつなが り文章題を苦手とする児童

が多 く、文を深 く読まず文面に出てくる数字のみを拾い処理 してしまう傾向がある。

O このことか ら、児童にとっては「考えましょう」は苦手な分野であるが、直観的な判断や操

作を主体にし、きまりを発見していく本単元は、比較的取 り組み易い。しか も、発見という喜

びが次の課題を解決しようとい う意欲にもつながり易 く、文を深 く読 もうとする態度を培 う上

にも役立つ。また本単元はヽ数量関係を多角的に見たり、数量をいろいろ操作することで、変

イヒする数量の関係から、一定の法員Uを 見い出していこうとする単元でもある。

O そこで、第 1次 の導入時では、 506年共通の課題、 しか も、結果は単純に和を出せば誰に

でも得 られる課題を取 り上げることで、数量の関係に着目させることができることか ら、いろ

いろな立場 (学年や個人の )で多角的な考え方を出し合い、思考の巾を広げていきたい。そこ

‐で広めた観点や味わった喜びを、次時の各学年の課題を解決する糸口になるようにしていきた

い。
1文

か ら読み取ったことを動作で表現することで数量関係を正確に把握させ、個々の段階に

応 じて、直観的な判断を大切にしながら、図式イヒや表などをOHP上 でのタイルやシー トの操

作をすることで、個々の考え方を正確に伝え合わせて、徐々に数量関係の法則化への考え方を

構築させるようにしていきたい。

多角的に数量関係をとらえようとする態度を身につける。また、あの場合の変わ り方の きまり

か ら他の場合を類推 できることで、数量関係の公式化への素地を養 う。

4.計   画  (5時 間 )

第 1次  規則性に目をつけて解決する問題

第 1時 (5・ 6年共通 )頂 点の和を求める (本時分 )

第 2時 (5年 )数 の少ない場合の規員J性から  (6年 )変わり方を見つける (3時間 )

多い場合を求める (2時間 )

第 2次  いろいろな場合を調べて解決する問題 (5年 2時間・ 6年 1時 間=)

5.本 時の 目標  (5・ 6年共通 )

0 関係する数の間に一定のきまりがあることを見つけさせ、それをことばで表現 させる。

O いろいろな場合を考えて、工夫 して表にまとめようとしたり、自分の考えが相手に理解 され

るように発表 しようとする態度を養 う。
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6。 展 開

指導上の留意点

4つ の数 と、

その和の間に

はどんなきま

りがあ ります

か。

課題 2

課題 1で考 え

たことをもと

にして、 3つ

の数 と、 その

和の関係を見

つけよう。

。「聞こえ」の状態を各自

点検する

1.い ろいろな

場合の和を

発表する。

2.見 つけたき

まりを出し

合 う

。関係の見

つけ方

・関係の式

3.い ろいろな場

合 を試 しなが

ら、予想 を立

てる。

4.式 を使 って確かめる。

5.教科書の問題 (5年下 P

50・ 6年下 P68)を

見て予習課題を知 る。

(図 )

(4+引卜8)

発表形式が多いので補聴器

は通常の状態で使用 させる

予習課題 であるので考 えて

きたことを全員に発表 させ

考 え方の差違を確認 させる

(表)  視覚機器 を使用

す ることで、個

々の考 え方を正

確に発表 させる

発想の出にくい

5年には具体例

を示 し、考 える

糸国とさせる。

304人 で話 し合わせ関係

を式にまとめさせる。

OHP上 で具体的に示す こ

とで課題の意味 を充分に把

握 させる。

直観で得た ものを発表 させ

てか ら、 3・ 4人 で話 し合

わせる。

直角の位置にあたる数に着

目させて表にまとめさせる

他 に成立す る場合を発見 し

たときは取 り上げる。

学年に応 じて本時の学習の

中か ら考 え方の糸 国となる

ことを抽 出 して示唆するこ

とにより課題に取 り組 む意

欲を高めてい く。

集団補聴

器 0個人

補聴器

数表

TP

カラーシ

ー ト(正

方形 )

TU

カ ラーシ

ー ト(直

角二等辺

三角形 )

表

教科書

ボ リュームの

調節が できた

力>。

友達 の意見 が

正 し く聞 けた

力>。

相手に伝 える

発表が で きた

力)。

い ろい ろな見

方 や考 え方 で

求 め られたか

関係の式が他

の場合に使 え

たか。

表に整理 でき

たか。

どのようなき

まりを見つけ

ることができ

たか。

予習課題がつ

かめたか。

表の中にいくつかの正方形を書いたと

き、正方形の頂点にあたる数の和を求

めなさい。どんな求め方があるだろう

先の表に図のような直角二等辺三角形

をいくつか書いたときの 3つの頂点の

和を求めなさい。
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6。 分 科 会 12:25 - 2:50    1

T78∵

分科会テーマ 校種 番号 提 者案 司 会  者 指 導 助 言 者 会 場

I教科学習

法導指

1

徹
鰯

く ″
子く ″

子
量
次
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村
野
村
江

梅
上
苗
堀

小清水小 )

広lle小 )

安室小 )

城南小 )

姫路 旭陽小長
宿 南 勝之助

姫路 広峰小教
桜 井   /71K

愛知県教委指導主事
荻 原 克 己

兵庫県教委指導主事
佐 方 直 陽

姫路市教委指導主事
和 国   直

３
舎
Ｆ

の
校
１

１
南

詢
畿
鵬

〃

典
子
俊
博

正
紀
猛
敏

島
田
井
田

小
黒
今
福

高座小)

だヽ1も /Jヽ )

城北小 )

旭陽小 )

春 日井 中央台小教
加 藤 孝 史

姫路 広峰′句ヽ長 :

岩 倉 鉄 郎

兵庫県教委指導主事
浅 野 慶 隆

姫路市,教委指導主事
1  大

~西 忠 雄

１
舎
Ｆ

の
校
１

２
北

中 紳一勢鞭
議鴎蟻″

審議晴却
堀賀原福

み́

夫

教中
き
長
利

谷
　
中

保
原
塩
野

市
ξ
置

上

谷
　
庫

保
　
兵

広島、豊
纂

長
田 正 彦

小平、小平第 4中、頭
望 月 和三郎

３
舎
Ｆ

の
校

１

２
北

顧同和教育

市場郁也 (姫路 八木小 )

本条彦義 ( ″ 旭陽小 )
中川だつ ( 〃 城南小 )

姫路 豊富小長
鎌 谷 嘉 造

姫路 高岡小長
梅 宮 幸 雄

姫路城北小長
浦 岡   正

姫路市教委指導主事
島 津 一 介

１
舎
Ｆ

の
校

２

３
北

中

高

熊野文男 (姫路 林田中 )

能勢三成 ( ″ 高丘中 )
田中稔郎 ( ″ 自鷺中 )

広島 大崎高教
佐 伯 志津代

姫路 白鷺中頭
牛 尾 照 夫

広島、大崎高
越 智 躍 孝

姫路東光中長
八 木 武 士

姫路市教委指導主事
高 坂 芳 明

３
舎

Ｆ

の
校

２

３
北

皿学習集団

づ く り
全

小
小
小
中
小

岡
岡
北
鷺
南

神
高
城
自
城

請
鵬
″
″
″

代
進
和
治
子

重
　
大
康
友

城
本
上
海
陰

常
山
井
内
常

土岐市教委指導主事
小 島 幸 彦

春 日井 神鍋小教
今 尾 啓 一

広島 大崎高
岡 本 一 士

豊りlk中部中長
白 井   仁

徳島、前福島小長
四 宮 恒 夫

姫路市教委指導主事
吉 田 武 男

中
館

鷺
育

自
体

Ⅳ教育機器

の 活 用
全 螺鵬

″

治
正
均

清
橋
井

森
高
平

御津中 )

琴陵中 )

城南小 )

姫路八木小長
中 川

姫路 琴陵中教
大 西 豊 司

広島、竹原中長
秋 月 政 夫

土岐市教委指導主事
村 瀬 卓 郎

姫路市教委指導主事
鹿 浦   昇

１
室
舎
Ｆ

Ｖ
教
校

１

Ａ
　
北

V特設バズ 全
一
弘
誠

倖
正

藤
内
中

加
矢
田

姫路 林囲中 )
〃 琴陵中 )
〃 城南小 )

春 日井 篠本小教
松 本 重 雄

姫路 林鵬中長
永 浜   進

士岐、泉中頭
清

姫路自鷺中長
水

雄
　
夫

快
　
辰

水
　
井

１
舎
Ｆ

の
校

２

４
南

Ⅵ生活指導 全
敵菫耕澱鵬

宏
起
孝
夫
幸

義
光
秀
英
昌

良
山
縄
谷
上

吉
秋
長
森
道

野根中 )

泉 中 )

藤山台中)

五個荘だつ
自鷺中 )

宏
　
司

頭
　
頭
昌

中
　
中

丘
圏
陵
永

育同
　
琴

浜
　
国

姫路

姫路

大阪、寝屋川第 5中頭
後 藤 昭 宏

姫路市教委指導主事
黒 田 耕 司

姫路市教委指導主事
得 平 重 夫

幼
室

南
戯

城
遊

III障 害 児

教  育
全

中
小

鷺
南

白
城彎武

稔
貞根

畑
多
大

豊り|| 千両小頭
丸 山 正 克

竹原 竹原中頭
林   義 浩

姫路 白鷺中教
増 田 良 一

兵庫県教委指導主事
有 本 一 美

姫路市教委指導主事
加 藤   実

姫路市教委指導主事
藤 本 貞 治

３
舎
Ｆ

の
校
２

４
南


